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惜
し
み
と
軽
ぺ

つ
か
ら
相
互
ぜ
一

真
撃
に
歴
史
見
す
え
て涙ぐんで発言する理事(シンポ会場)

激
論
の
、
2
え
大
幅
に
書
き
加
え
る
気
持
ち
を
杢
直
に
の
べ
て
い

一青
年
た
ち
は
す
ぐ
行
動
を
始
め
一
に
反
対
し
た
が
、
江
田
五
月
議

た

、

日

本

語

で

二

千

字

近

い

ほ

る

。

て

い

る

。

山

口

県

で

は

県

レ

ベ

一

一員
が
「
戦
前
の
こ
と
を
こ
と
さ

う
大
な
も
の
。
朝
鮮
半
島
の
人
韓
国
側
か
色
は
、
歴
史
を
正
ル
で
、
ま
た
鹿
児
島
県
と
沖
縄
一
ち
に
と
り
た
て
て
言
っ
て
い
た

々
を
植
民
地
に
し
、
生
と
性
を
し
く
知
ろ
う
と
す
る
日
本
の
育
県
で
は
二
塁
口
同
で
、
韓
国
へ
一
志
、
ほ
か
に
い
い
白
は
な
い
」

ふ
み
に
じ
っ
た
歴
史
を
真
撃
に
年
た
ち
の
存
在
に
共
感
の
声
が
の
学
習
究
椛
を
企
画
し
た
。
戦
一
と
い
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

ん
に
「
今
で
き
る
行
動
を
一
示
し
見
す
え
、
こ
う
し
た
事
実
を
ほ
あ
が
っ
た
。
独
立
記
念
公
園
な
後
五
十
年
。
戦
争
と
平
和
侵
略
一
れ
て
い
る
。

て
ほ
し
い
」
と
一
冨
わ
れ
た
の
に
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
乙
と
を
ど
を
案
内
し
た
ガ
イ
ド
さ
ん
は
と
加
害
の
問
題
に
青
年
た
ち
は
一
一
月
二
十
一
日
の
緊
急
集
会

H

事
実
に
圧
倒
さ
れ
て
μ

何
も
反
省
、
自
分
た
ち
の
祖
父
母
が
「
い
い
仕
事
が
で
き
て
感
激
し
真
正
面
か
ち
と
り
組
み
、
改
め
一
で
は
、
「
国
民
の
祝
日
」
と
し

答
え
ろ
れ
な
か
っ
た
。
「
あ
の
戦
争
に
よ
っ
て
犠
牲
を
受
け
て
た
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。
て
H

不
戦
の
臼
本
H

を
つ
く
ろ
一
て
は
八
月
十
五
日
を
「
平
和
の

時
、
何
も
言
え
な
か
っ
た
の
が
お
り
同
時
に
加
害
者
に
な
っ
て
重
た
い
事
実
を
知
っ
た
ソ
ウ
う
と
い
う
決
意
を
固
め
て
い
一
日
」
に
な
ど
、
い
く
つ
か
の
俣

悔
し
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
悔
い
い
た
事
実
に
ρ
煩
悶
ρ

し

て

い

ル

理

事

会

だ

っ

た

。

し

か

し

、

る

。

一

橋

が

あ

が

っ

て

い

る

。
そ
の
中

が
残
る
」

・:
。

と

に

か

く

日

本

一

で

な

ぜ

「

海

の

日

」

だ

け

を

ま

っ

卒
直
に
ぶ
ち
ま
け
る

d
k、
に

帰

っ

た

ら

事

実

を

伝

え

る

活

一

「

海

の

日

」

祝

日

反

対

で

申

し

入

れ

さ

き

に

選

ぶ

の

か

。

「

海

の

日

」

日
本
の
青
年
た
ち
は
芦
を
失
っ
動
を
す
る
な
ど
何
か
行
動
を
す
一
句
、

1

-

d

を
作
る
に
し
て
も
、
ほ
か
に
い

た
。
「
す
ま
な
い
と
い
う
気
も
る
と
と
だ
と
醤
い
あ
っ
た
。
翌
一
七
月
二
十
日
を
「
海
の
日
」
る
市
民
グ
ル
ー
プ
(
一
月
一
日
進
)
議
員
ら
が
説
明
委
員
に
な
く
ら
で
も
ふ
さ
わ
し
い
日
が
あ

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
」
。
真
剣
に
朝
早
く
徐
さ
ん
に
電
話
で
決
意
一
を
祝
日
化
す
る
法
案
に
反
対
す
号
既
報
)
は
、
一
月
二
十
一
日
、
り
、
お
し
す
す
め
た
。
共
産
党
る
と
、
ρ
主
権
在
民
μ
と
ρ
不
戦
H

う

け

と

め

震

で

い

っ

ぱ

い

の

日

を

伝

え

た

。

一

棚
機
鰯
繍
鱒
臨
際
灘
持
繍
麟
磯
醐
糊

東
京
都
内
で
緊
急
集
会
を
開
の
松
本
善
明
諸
国
司
か
、
七
月
二
を
否
定
す
る
七
月
二
十
日
に
反

喜
言
、
韓
国
の
被
害
者
た
十
五
日
は
韓
国
独
立
記
念
館

扇

町
福
置
臨
き
、
そ
の
一
決
議
事
え
、
二
十
十
日
は
明
治
九
年
明
治
天
皇
が
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

ち

も

泣

い

た

。

な

ど

の

見

学

。

韓

国

の

君

主

お
繍
幽
圃
咽

m
j幽
圃
圃
圃
圃
一
言
国
会
で
各
党
に
反
対
の
申
東
北
巡
幸
か
ら
帰
っ
て
き
た
一

l
i
l-
-
1
1
1
1
-
-
-

挺
身
隊
研
究
会
々
長
の
十
人
が
加
わ
り
、
日
本
の
青
竺
畿
圏
贋
/
ト
魁
可
ぽ

φ
し
入
れ
を
行
っ
た
。
乙
の
七
月
日
。
国
民
の
た
め
の
祝
日
に
、
一

ハ
ゾ
阪
神
大
震
災
の
被

警

さ

ん

が

「

巴

韓

両

国

語

し

弓

パ

ス

の

中

は

両

率

一

?

均
一
一
一
干
臼
が
ど
う
い
う
日
で
あ
る
天
署
員
自
の
決
め
方
は
一
尋
/
災
者
の
皆
様
に
、
心

の
未
来
蓄
し
み
と
軽
べ
っ
か
国
の
青
年
の
話
し
あ
い
、
義

務

機

幾

'
J醐
か
と
い
う
と
と
を
語
、
地
方
お
か
し
い
。
ま
た
海
の
記
念
日
乙
一
か
ら
お
見
舞
申
し
あ

ら
相
互
尊
重
へ
と
変
え
て
い
と
の
場
と
な
っ
た
。
一
機
畿

内

ω
r
-
a
識
会
(
全
国
一
平
余
の
議
会
で
は
太
平
洋
戦
争
開
始
直
前
の
昭
一
た
一
げ
ま
す
。
阪
神
地
区

う
」
と
ま
と
め
て
、
シ
ン
ポ
ジ
詔
念
館
の
一
番
奥
の
「
追
慕
一
概
織
機
機
雌
朝
団
関
勝
関

決
議
)
と
、
一
千
万
人
の
署
名
和
十
六
年
に
決
ま
っ
て
い
る
一
ー
の
読
者
の
皆
さ
ま
に

ウ
ム
を
終
え
た
。
の
場
」
で
は
、
西
沖
和
之
日
青
一
機
繍
機
繍
繍
繍
闘
機
艇
機
グ
;

の
盛
り
よ
り
、
海
事
関
係
者
の
が
、
戦
争
の
た
め
の
輸
送
や
船
一
乙
の
新
聞
が
届
く
の
か
し
ら
。

こ
の
夜
、
理
事
た
ち
は
夜
中
協
会
畏
が
献
花
し
「
不
戦
の
笹
扇
機
鱗
機
種
額
際
機
伊
伊

要
望
と
い
う
と
と
で
十
二
月
の
員
の
徴
用
を
強
力
に
進
め
る
雰
一
読
者
の
皆
さ
ま
の
お

一人
ひ
と

ま
で
討
論
を
つ
づ
肘
た
。
シ
ン
い
」
を
読
み
あ
げ
た
。
不
戦
の
一
社
会
党
政
策
審
犠
会
の
メ
内
閣
委
で
探
摂
さ
れ
た
。
内
閣
囲
気
を
作
る
た
め
だ
っ
た
、
と
一
り
の
状
視
も
つ
か
め
ぬ
ま
ま
、

ポ
で
在
襲
警
の
響
さ
嘗
い
は
シ
ン
ポ
の
あ
と
、
前
夜
一
ン
パ
|
に
崩
す
需
民
で
は
山
一
語
、
江
田
五
月
(
新
侵
略
戦
争
ぎ
み
の
日
の
祝
日
一
ご
無
事
と
被
害
の
少
い
と
と
を

2
2
2
2
2
2
5
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
g
z

一
祈
り
つ
つ
、
大
し
た
こ
と
も
で

川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
状
で
は
、

P
C
Aに
よ
る
解
決
一
き
な
い
自
分
を
も
ど
か
し
く
恩

酬
耐
期
間
山
期
制
棚
田
明
詰
践
が
唯
一
U
U

富町

;
-
j
)

イ

--Jil--':
そ
の
蓄
を
勧
告
す
べ
き
、
と
一
新
署
員
へ
の
一
歩

I

l

l

1

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ー

ー

ー

ー

ー

ー

」

し

て

い

る

。

一

を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
被
災
者

韓
国
の
元
「
慰
安
塑
被
害
者
十
一
人
が
、
ハ

l
グ
の
国
際
常
設
仲
裁
裁
判
所

(
P

一
日
本
弁
護
士
連
合
会
も
一
月
一
の
皆
さ
ま
に
エ

i
ル
を
送
り
つ

C
A
)
薪
逼
じ
て
謝
罪
、
補
償
問
題
の
解
決
房
求
め
て
い
た
問
題
に
対
し
、
政
府
(
総
一
二
十
四
日
、
元
「
従
軍
慰
安
婦
」
一
つ
、
立
ち
上
ろ
う
に
も
ど
う
に

理
府
外
政
審
議
室
)
は
、
一
月
二
十
四
日
、
仲
裁
を
拒
否
す
る
意
思
を
元
「
慰
安
婦
」
一
個
人
に
補
償
す
る
よ
う
求
め
る
一
も
な
ら
ぬ
弱
い
人
び
と
は
ど
う

ち

の

代

理

人

(

弁

護

団

)

に

伝

え

た

。

一

提

言

を

政

府

に

提

出

。

「

日

の

事
実
を
伝
え
行
動
し
よ
う

白
書
年
由
理
調
会
は
一
月
士
一
百
十
六
日
広
醤
・
ソ
ウ
ル
で
理
由主
妻
開
い
た
。
呈
揚
が
理
事
会
務
海
外
で
開
く

の
は
初
め
て
の
こ
と
。
敗
戦
後
平
年
の
年
に
日
本
の
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
震
と
加
害
の
歴
史
の
憲
を
、
現
地
で

J
」の

自
で
u
み
ょ
っ
と
H

一冗
慰
安
婦
H

や
強
制
連

fgcれ
た
人
の
話
語
<
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
息
子
、

韓
国
青
年
と
の
事
訴
い
を

・

行
っ
吟
日
本
の
全
国
の
青
年
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
百
人
以
老
来
て
、

薗罰則
民
雰
聞
く
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
書
側

か
ら
は

「こ
ん
首
杢
青
年
た
宗
主
の
か
」
と
い
う
警
長
惑
の
声
が
出
た
。

一
方
、
日
本
の
青
年
た
在
、
こ
れ
ま

で
あ
雪
量
藁
を
知
、
り
な
か
っ
た
と
い
う
反
望
、
日
本
へ
帰
っ
て
伺
が
で
若
宮
自
問
す
る
=
賓
が
相
つ
い
だ
。

臼
膏
協
の
理
事
会
は
各
県
か

ら
男
女
一
人
ず
つ
、
九
十
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
の
理
事

会
を
ソ
ウ
ル
で
開
催
し
よ
う
と

い
う
案
が
出
た
と
き
、
最
初
は

賛
否
相
半
ば
し
た
と
い
う
。
何

で
日
本
の
団
体
の
会
識
を
外
国

で
?
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
加

え、

H
侵
略
戦
争
H

や
N
加
害

の
歴
史
H

と
い
わ
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
。
自
分
の
祖
父
も
戦

争
に
行
っ
て
い
る
。
あ
の
や
さ

し
い
祖
父
が
加
害
者
と
い
わ
れ

で
も
・
・
・
と
い
う
理
事
も
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
参
加
し

た
理
事
た
ち
だ
っ
た
が
、
理
事

会
の
あ
と
、
十
四
日
の
午
後
開

い
た
「
日
本
の
戦
争
責
任
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
被
害

者
の
人
び
と
の
体
験
談
に
患
を

暴
行
、
強
姦
の
体
験
|
|
「
私

た
ち
は
あ
な
た
た
ち
の
祖
父
さ

ん
た
ち
に
や
ら
れ
た
の
だ
」
。

政
府
が
拒
否
す
る
理
由
は

『
元
慰
安
婦
に
対
す
る
、
い
わ

ゆ
る
補
償
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
先
の
大
戦
に
か
か
る
請
求

権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
我
国

と
し
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
条
約
そ
の
他
の
関
連
条
約
に

よ
り
誠
実
に
対
応
し
て
き
で
い

る
と
乙
ろ
で
あ
る
』
と
い
う
と

と。
従
っ
て
常
設
仲
裁
裁
判
所
の

仲
裁
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
考
-
え
は

な
い
と
い
う
回
答
。

弁
護
団
の
鈴
木
宏
弁
護
士
は

========三===三三三============三===三
三三
三==三
圭E
-==三=三==三====三日

山
子

三
お
議
長
強
支
援
議
惑
騒
騒
機
醐
鵬
わ
町
内
れ
建
一
切
刊
訂
r
M
M
い
諮
問
団
内
れ
わ
ゆ
U

一町刊日目安浦山町向れ十
h
u
r
h
m

…

山
け

九~
川
芳
ラ
て
升
川
の
者
Pぬ
喰

壊

滅

鰯

醐

て

い

る

と

と

か

ち

判

断

し

て

で

君

。
働
く
女
性
の
、
家
庭
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
に
表
現
レ
て
い
る
、
と
い
う
と
川

財

乙

の

国

の

女

性

が

、

そ

う

一

理

想

で

の

精

神

的

、

肉

語

負

担

は

「

内

助

の

功

」

な

ど

と

い

う

、

と

が

女

の

私

貧

此

は

見

え

て

川

州
事
乙
乙
に
二
マ
の
漫
画
が
あ
ツ
を
追
い
出
そ
う
:
」

。
男
女
に
儲
か
れ
て
い
る
、
と
見
て
よ
的
草
署
し
で
い
る
と
は
思
大
き
い
、
と
私
は
思
う
。
問
題
果
に
い
た
と
き
に
は
敬
遠
レ

く
る
。
「
M
eJE
u
-」
と
言
川

一

川

防
世「

る
。
ベ
ッ
ド
に
は
一
組
の
男
と
関
係
を
テ
l
マ

に

し

た

風

刺

漫

い

だ

る

つ

。

え

な

い
。

な
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
て
い
た
コ
ト
パ
が
、
ふ
と
健
か
わ
れ
る
「
内
助
の
功
」
は
Y

や

川

酬

)
女
。
男
は
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
、
害
賠
き
続
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
性
の
確
か
に
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
、
が
、
在
の
負
署
ど
う
認
識
し
く
思
い
出
さ
れ
る
:
:
フ
ラ
は
り
や
り
甲
斐
の
あ
る
こ
と
だ
川

川

@

女

は

流

行

雑

誌
に
目
を
通
し
、
の
あ
る
人
気
女
流
漫
画
家
の
代
理
解
と
協
力
が
あ
る
か
ら
、
女

社
会
制
度
は
女
が
仕
事
を
続
け
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
ン
ス
語
で
何
て
吉
田
う
の
だ
ろ
う
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
家
庭
の
成
功
川

川

=
川
又
そ
れ
ぞ
れ
物
思
い
に
耽
っ

て

い

表

作

だ

。

彼

女

の

作

晶

は

フ

ラ

性

は

家

庭

と

仕

事

が

ち

ゃ

ん

と

を

支

え

る

と

の

「

内

助

の

功

」

川

川

ン

る

。
男
「
今
年
は
も
っ
と
子
ど
ン
ス
の
男
と
女
を
思
わ
ず
苦
笑
両
立
で
き
る
ん
で
し
ま
す
・い

A

、，，
E

E

'

V
舟

t
L
C金

.

を
務
め
る
の
は
男
だ
っ
て
い
い
川

川

う

も

た

ち

長

を

し

よ

う

、

言

の

だ

か

ら
、
そ
こ
に
は
い
お
よ
と
点

字

を

本

当

こ

芳

女

乎

事

?

侠
だ
。
そ
ん
な
カ
ッ
プ
ル
が
で

川

コ
メ
、
一
一
一

p
b
'
t・F
一
ノ
』

1
5一、
一
恒
一
可

川

7

そ
う
だ
、

家
事
も
も
っ
と
し
よ
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
人
カ
ッ
プ
ル
女
友
達
か
ら
言
わ
れ
る
。
彼
女

-

ノ

、

:

-

|

|

-

d

-

4
4
-、
-

J
-二
き

た

ら

ス

テ

キ

だ

ろ

う

。

川

川

露

う

」

女

「

今

年

と

そ

コ

イ

の

祭

少

な

か

ら

ず

も

リ

ア

ル

た

ち

言

寄

っ

て

年

:

今

年

は

μ
国

襲

撃

ぺ

川

義

語

I喜
一
Jguru-J:

ず

る

い

フ

ラ

ン

ス

の

男

性

と

量

定

し

た

。
カ
ッ
プ
川

謹

機
輔
朝
二
三
一
点
二
器
認

6
!
f
u錦
町
凶
作
耳
目
口

頭
副
議
輔
闘

A
f
j
¥
~
;
鑑
識
鱒

J
¥
?e
)
易
く
出
来
て
い
る
し
、
共
稼
ぎ
日
本
に
比
べ
て
、
「
主
塑
げ
長
年
連
れ
合
っ
て
い
て
と
や
り
、
時
に
は
許
主
義
持
川

誕

機
離
盟
二
了
権
麟
，
人

t
m
gSと
し
て
あ
る
。
と
い
う
仕
事
自
体
の
社
会
的
価
ち
ら
が
き
く
な
る
ほ
ど
仲
ち
を
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
、
川

川
山
議
題
鱒
畿

J
7
灘
、
警
河α
J

宗
家
庭
で
過
ご
す
富
も
当

-
Eく、
へ
タ
に
「
男
女
平
の
良
い
友
人
カ
ッ
プ
ル
を
何
組
な
ど
と
生
意
気
に
も
尽
つ
(
で
川

斗

離

J℃
一

二

ム

ム

宗

務

伊

丹

江

韓

日

出

騒

が

守

し

な

J
の

は

ぷ

川

m

弾

数

麟

燃

機

一一誠一
一プ一一叩一

週

J
一
ゃ
:
一吋

川

河

(

し
か
し
、
家
庭
が
家
庭
と
し
て
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
男
の
ほ
っ
担
で
き
な
弘
子
ノ
l
lナ
フ
ラ
ン
ス
の
男
と
女
に
と
っ
川

一

一

繍

~

べ

一

一

一

一

一ん
一
一
一
よ
み
と
影
山

内

れ

配

時

計

前

説

時

計

話

料

訟

は

か

配

M
Uお
ド
ロ
ー
吐
き
年
と
な
り
ま
す
…

の
ん
だ
。
話
し
な
が
ち
ま
服
を

脱
ぎ
日
本
人
に
な
ぐ
ら
れ
た
あ

と
を
見
せ
る
人
、
す
さ
ま
じ
い

韓

国

で

日

本

の

戦

後

責

任

を

考

え

た

日

育

協

の

リ

ー

ダ

ー

達

)
 
-(
 

本紙は女性|こよる平和と平等を推進します

個人賠償の実現ヘ

シンポジウムで日本軍の暴行でなくなった腕の傷あとをみせる

強制連行者。満場声を失った
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東京都文京区本郷2-11-9/包括03(3813)465

日
叩
判
・
鰯
価

6000円

回
花
の
あ
る
場
所
小
さ
な
世
界
を
と
お
し
て
大
き
な

い
の
ち
の
流
れ
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
エ
ァ
セ
イ
集
。

1800円

図
女
た
ち
の
歌
声
仰
オ
ト
コ
社
会
。
が
張
り
め
ぐ
ら
し

た
壌
を
ひ
た
む
き
に
の
り
こ
え
よ

う
と
す
る
女
た
ち
。

1800円

霊

の
，

生

き

る

シ

リ

ー

ズ

勧

ニ

弾

。

莞

T
望価
1
、

8
昌

一

辺

B
-
五
木
寛
之
[
い
ま
の
自
分
を
信
じ
る
た
め
の
児
呈
ゐ

塑
生
き
る
ヒ
ン
ト
2

一一
一

躍
医
院
院
院
院
医
…
…

3
雲
さ
ん
が
全
国
の
お
母
さ
ん
に
讐
心
温
ま
る
宵
児
エ
ッ
セ
ー
。
(
調
出
来
i
)
定
皆

中
井
貴
志
娘
か
ら
娘
ヘ
豪
語
パ
J
U
M
〈
…

会
社
を
や
め
る
父
か
ら
語
一
組
長

会
社
に
入
る
息
子
・
娘
た
ち
へ
議
1

・
リ
ス
ト
ラ
攻
離
を
う
け
た
中
高
年
管
理
職
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
手
配
合
1
5
4
5円

ガ
ン
に
な
っ
て
も
生
き
ら
れ
る
陥

実
窓
会
(
都
立
多
摩
が
ん
横
診
セ
ン
タ
ー
霊

)

?

4

2

円
理

関
泊
目

教育史料出版会

学
校
に
行
か
な
い
僕
か
ら
学
校
に
行
か
な
い
君
ヘ

「東
京
シ
ュ
l
レ
」の
子
ど
も
た
ち
M

繍

い
じ
め
・
体
罰
・登校拒
否
体
験
を
摺
る
1
合
1
4
4
2円

-
大
人
も
満
足
、
小
さ
い
子
の
い
る
家
の
ご
は
ん
料
理

奥
薗
蕎
子
の
ご
歩
九
時
里
民
リ
フ
之
す

-A司
E

・4a，叫
羽
目
守
骨
量

F
Z
‘a
，.咽
asa--

主
食
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
主
役
に
芯
り
切
れ
な
い
米
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

生
の
米
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
残
り
ご
は
ん
ま
で
、
す
べ
て
お
い
し
く
料
理
し

し
た
。
・
イ
ラ
ス
ト
満
霞
・
的
判
別
頁
，
ヵ
ラ
ロ
給
付

*1350同

-

奥

歯

碍

子

の

好

評

/

.

子
育
て
ご
は
ん
わ
た
し
清
野
ラ
仔
註
緒

子
育
て
お
や
つ
わ
た
し
流
山
MU
げ
の
崎
明

幅
減
グ
ン
和
風
ケ

l
キ
邑
ク
ッ
キ
ー
日
脱
出
口
幻
仲
間

-
シ
|
ラ
・
キ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
i
著
「
お
産
は
、
も

と
も
と
女
た
ち
が
経
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
手
伝

っ
た
も
の
」
と
語
る
英
国
助
産
婦
教
育
の
第
一
人
者

.
一
戸
田
律
子
・
き
く
ち
さ
か
え
監
訳
/
岡
本
干
草

・

佐
藤
由
美
子
・
大
谷
直
美
・
菅
沼
ひ
ろ
子
他
訳
・
助

産
婦
・
保
健
婦
他
全
員
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
邦
訳

私らしいお産、赤ぢゃんにやさしいお産のために/

シサおばさんの妊娠と出産の本

-
A
B判
上
製
函
入

ω頁

*定価5、
800円

合
結
婚
祝
い
な
ど
の
脂
り

物
に
も
喜
乙
ば
れ
ま
す
。

-幽
震
文
協
の
お
産
の

お

産

が

ゆ

く

・

少
産
時
代
の
こ
だ
わ
り
マ
タ
ニ
テ
イ

き
く
ち
さ
か
え
著
現
代
お
産
事
情
を
産
む
側
の
自
で
追
う
。

*41250向

お
産
っ
て
楽
し
い
ね

吉
村
正
・
山
田
綾
子
著
手
づ
く
り
お
震
の
吉
村
病
院
で
は
。

*1200円

お
産
っ
て
自
然
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね

吉
村
正
著
・
清
原
な
つ
の
マ
ン
ガ
あ
る
産
科
医
の
提
言
。

*1300円

弘

氏

以

水

中

出

産

・
片
桐
助
産
続
の
現
場
か
ら

山
内
孝
道
著
経
験
者
が
皆
「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
水
中
出
産
。

*41250円

タ
イ
ミ
ン
グ
妊
娠
法

市
川
茂
孝
箸
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
元
気
な
子
を
。

好
評
発
売
中
/
.

目困回官室
〒107東京都港区赤坂7帽子1

*1250円

第 1087号安斎 f、来斤四軒〈金曜日〉1995年 2月守 O日 第三種郵便物認可}
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汗
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惜
し
み
と
軽
ぺ

つ
か
ら
相
互
ぜ
一

真
撃
に
歴
史
見
す
え
て涙ぐんで発言する理事(シンポ会場)

激
論
の
、
2
え
大
幅
に
書
き
加
え
る
気
持
ち
を
杢
直
に
の
べ
て
い

一青
年
た
ち
は
す
ぐ
行
動
を
始
め
一
に
反
対
し
た
が
、
江
田
五
月
議

た

、

日

本

語

で

二

千

字

近

い

ほ

る

。

て

い

る

。

山

口

県

で

は

県

レ

ベ

一

一員
が
「
戦
前
の
こ
と
を
こ
と
さ

う
大
な
も
の
。
朝
鮮
半
島
の
人
韓
国
側
か
色
は
、
歴
史
を
正
ル
で
、
ま
た
鹿
児
島
県
と
沖
縄
一
ち
に
と
り
た
て
て
言
っ
て
い
た

々
を
植
民
地
に
し
、
生
と
性
を
し
く
知
ろ
う
と
す
る
日
本
の
育
県
で
は
二
塁
口
同
で
、
韓
国
へ
一
志
、
ほ
か
に
い
い
白
は
な
い
」

ふ
み
に
じ
っ
た
歴
史
を
真
撃
に
年
た
ち
の
存
在
に
共
感
の
声
が
の
学
習
究
椛
を
企
画
し
た
。
戦
一
と
い
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

ん
に
「
今
で
き
る
行
動
を
一
示
し
見
す
え
、
こ
う
し
た
事
実
を
ほ
あ
が
っ
た
。
独
立
記
念
公
園
な
後
五
十
年
。
戦
争
と
平
和
侵
略
一
れ
て
い
る
。

て
ほ
し
い
」
と
一
冨
わ
れ
た
の
に
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
乙
と
を
ど
を
案
内
し
た
ガ
イ
ド
さ
ん
は
と
加
害
の
問
題
に
青
年
た
ち
は
一
一
月
二
十
一
日
の
緊
急
集
会

H

事
実
に
圧
倒
さ
れ
て
μ

何
も
反
省
、
自
分
た
ち
の
祖
父
母
が
「
い
い
仕
事
が
で
き
て
感
激
し
真
正
面
か
ち
と
り
組
み
、
改
め
一
で
は
、
「
国
民
の
祝
日
」
と
し

答
え
ろ
れ
な
か
っ
た
。
「
あ
の
戦
争
に
よ
っ
て
犠
牲
を
受
け
て
た
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。
て
H

不
戦
の
臼
本
H

を
つ
く
ろ
一
て
は
八
月
十
五
日
を
「
平
和
の

時
、
何
も
言
え
な
か
っ
た
の
が
お
り
同
時
に
加
害
者
に
な
っ
て
重
た
い
事
実
を
知
っ
た
ソ
ウ
う
と
い
う
決
意
を
固
め
て
い
一
日
」
に
な
ど
、
い
く
つ
か
の
俣

悔
し
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
悔
い
い
た
事
実
に
ρ
煩
悶
ρ

し

て

い

ル

理

事

会

だ

っ

た

。

し

か

し

、

る

。

一

橋

が

あ

が

っ

て

い

る

。
そ
の
中

が
残
る
」

・:
。

と

に

か

く

日

本

一

で

な

ぜ

「

海

の

日

」

だ

け

を

ま

っ

卒
直
に
ぶ
ち
ま
け
る

d
k、
に

帰

っ

た

ら

事

実

を

伝

え

る

活

一

「

海

の

日

」

祝

日

反

対

で

申

し

入

れ

さ

き

に

選

ぶ

の

か

。

「

海

の

日

」

日
本
の
青
年
た
ち
は
芦
を
失
っ
動
を
す
る
な
ど
何
か
行
動
を
す
一
句
、

1

-

d

を
作
る
に
し
て
も
、
ほ
か
に
い

た
。
「
す
ま
な
い
と
い
う
気
も
る
と
と
だ
と
醤
い
あ
っ
た
。
翌
一
七
月
二
十
日
を
「
海
の
日
」
る
市
民
グ
ル
ー
プ
(
一
月
一
日
進
)
議
員
ら
が
説
明
委
員
に
な
く
ら
で
も
ふ
さ
わ
し
い
日
が
あ

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
」
。
真
剣
に
朝
早
く
徐
さ
ん
に
電
話
で
決
意
一
を
祝
日
化
す
る
法
案
に
反
対
す
号
既
報
)
は
、
一
月
二
十
一
日
、
り
、
お
し
す
す
め
た
。
共
産
党
る
と
、
ρ
主
権
在
民
μ
と
ρ
不
戦
H

う

け

と

め

震

で

い

っ

ぱ

い

の

日

を

伝

え

た

。

一

棚
機
鰯
繍
鱒
臨
際
灘
持
繍
麟
磯
醐
糊

東
京
都
内
で
緊
急
集
会
を
開
の
松
本
善
明
諸
国
司
か
、
七
月
二
を
否
定
す
る
七
月
二
十
日
に
反

喜
言
、
韓
国
の
被
害
者
た
十
五
日
は
韓
国
独
立
記
念
館

扇

町
福
置
臨
き
、
そ
の
一
決
議
事
え
、
二
十
十
日
は
明
治
九
年
明
治
天
皇
が
対
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

ち

も

泣

い

た

。

な

ど

の

見

学

。

韓

国

の

君

主

お
繍
幽
圃
咽

m
j幽
圃
圃
圃
圃
一
言
国
会
で
各
党
に
反
対
の
申
東
北
巡
幸
か
ら
帰
っ
て
き
た
一

l
i
l-
-
1
1
1
1
-
-
-

挺
身
隊
研
究
会
々
長
の
十
人
が
加
わ
り
、
日
本
の
青
竺
畿
圏
贋
/
ト
魁
可
ぽ

φ
し
入
れ
を
行
っ
た
。
乙
の
七
月
日
。
国
民
の
た
め
の
祝
日
に
、
一

ハ
ゾ
阪
神
大
震
災
の
被

警

さ

ん

が

「

巴

韓

両

国

語

し

弓

パ

ス

の

中

は

両

率

一

?

均
一
一
一
干
臼
が
ど
う
い
う
日
で
あ
る
天
署
員
自
の
決
め
方
は
一
尋
/
災
者
の
皆
様
に
、
心

の
未
来
蓄
し
み
と
軽
べ
っ
か
国
の
青
年
の
話
し
あ
い
、
義

務

機

幾

'
J醐
か
と
い
う
と
と
を
語
、
地
方
お
か
し
い
。
ま
た
海
の
記
念
日
乙
一
か
ら
お
見
舞
申
し
あ

ら
相
互
尊
重
へ
と
変
え
て
い
と
の
場
と
な
っ
た
。
一
機
畿

内

ω
r
-
a
識
会
(
全
国
一
平
余
の
議
会
で
は
太
平
洋
戦
争
開
始
直
前
の
昭
一
た
一
げ
ま
す
。
阪
神
地
区

う
」
と
ま
と
め
て
、
シ
ン
ポ
ジ
詔
念
館
の
一
番
奥
の
「
追
慕
一
概
織
機
機
雌
朝
団
関
勝
関

決
議
)
と
、
一
千
万
人
の
署
名
和
十
六
年
に
決
ま
っ
て
い
る
一
ー
の
読
者
の
皆
さ
ま
に

ウ
ム
を
終
え
た
。
の
場
」
で
は
、
西
沖
和
之
日
青
一
機
繍
機
繍
繍
繍
闘
機
艇
機
グ
;

の
盛
り
よ
り
、
海
事
関
係
者
の
が
、
戦
争
の
た
め
の
輸
送
や
船
一
乙
の
新
聞
が
届
く
の
か
し
ら
。

こ
の
夜
、
理
事
た
ち
は
夜
中
協
会
畏
が
献
花
し
「
不
戦
の
笹
扇
機
鱗
機
種
額
際
機
伊
伊

要
望
と
い
う
と
と
で
十
二
月
の
員
の
徴
用
を
強
力
に
進
め
る
雰
一
読
者
の
皆
さ
ま
の
お

一人
ひ
と

ま
で
討
論
を
つ
づ
肘
た
。
シ
ン
い
」
を
読
み
あ
げ
た
。
不
戦
の
一
社
会
党
政
策
審
犠
会
の
メ
内
閣
委
で
探
摂
さ
れ
た
。
内
閣
囲
気
を
作
る
た
め
だ
っ
た
、
と
一
り
の
状
視
も
つ
か
め
ぬ
ま
ま
、

ポ
で
在
襲
警
の
響
さ
嘗
い
は
シ
ン
ポ
の
あ
と
、
前
夜
一
ン
パ
|
に
崩
す
需
民
で
は
山
一
語
、
江
田
五
月
(
新
侵
略
戦
争
ぎ
み
の
日
の
祝
日
一
ご
無
事
と
被
害
の
少
い
と
と
を

2
2
2
2
2
2
5
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
g
z

一
祈
り
つ
つ
、
大
し
た
こ
と
も
で

川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
状
で
は
、

P
C
Aに
よ
る
解
決
一
き
な
い
自
分
を
も
ど
か
し
く
恩

酬
耐
期
間
山
期
制
棚
田
明
詰
践
が
唯
一
U
U

富町

;
-
j
)

イ

--Jil--':
そ
の
蓄
を
勧
告
す
べ
き
、
と
一
新
署
員
へ
の
一
歩

I

l

l

1

I

l

l

i

-

-

-

-

-

-

-

-

-

ー

ー

ー

ー

ー

ー

」

し

て

い

る

。

一

を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
被
災
者

韓
国
の
元
「
慰
安
塑
被
害
者
十
一
人
が
、
ハ

l
グ
の
国
際
常
設
仲
裁
裁
判
所

(
P

一
日
本
弁
護
士
連
合
会
も
一
月
一
の
皆
さ
ま
に
エ

i
ル
を
送
り
つ

C
A
)
薪
逼
じ
て
謝
罪
、
補
償
問
題
の
解
決
房
求
め
て
い
た
問
題
に
対
し
、
政
府
(
総
一
二
十
四
日
、
元
「
従
軍
慰
安
婦
」
一
つ
、
立
ち
上
ろ
う
に
も
ど
う
に

理
府
外
政
審
議
室
)
は
、
一
月
二
十
四
日
、
仲
裁
を
拒
否
す
る
意
思
を
元
「
慰
安
婦
」
一
個
人
に
補
償
す
る
よ
う
求
め
る
一
も
な
ら
ぬ
弱
い
人
び
と
は
ど
う

ち

の

代

理

人

(

弁

護

団

)

に

伝

え

た

。

一

提

言

を

政

府

に

提

出

。

「

日

の

事
実
を
伝
え
行
動
し
よ
う

白
書
年
由
理
調
会
は
一
月
士
一
百
十
六
日
広
醤
・
ソ
ウ
ル
で
理
由主
妻
開
い
た
。
呈
揚
が
理
事
会
務
海
外
で
開
く

の
は
初
め
て
の
こ
と
。
敗
戦
後
平
年
の
年
に
日
本
の
朝
鮮
半
島
の
植
民
地
震
と
加
害
の
歴
史
の
憲
を
、
現
地
で

J
」の

自
で
u
み
ょ
っ
と
H

一冗
慰
安
婦
H

や
強
制
連

fgcれ
た
人
の
話
語
<
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
息
子
、

韓
国
青
年
と
の
事
訴
い
を

・

行
っ
吟
日
本
の
全
国
の
青
年
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
百
人
以
老
来
て
、

薗罰則
民
雰
聞
く
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
書
側

か
ら
は

「こ
ん
首
杢
青
年
た
宗
主
の
か
」
と
い
う
警
長
惑
の
声
が
出
た
。

一
方
、
日
本
の
青
年
た
在
、
こ
れ
ま

で
あ
雪
量
藁
を
知
、
り
な
か
っ
た
と
い
う
反
望
、
日
本
へ
帰
っ
て
伺
が
で
若
宮
自
問
す
る
=
賓
が
相
つ
い
だ
。

臼
膏
協
の
理
事
会
は
各
県
か

ら
男
女
一
人
ず
つ
、
九
十
人
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
の
理
事

会
を
ソ
ウ
ル
で
開
催
し
よ
う
と

い
う
案
が
出
た
と
き
、
最
初
は

賛
否
相
半
ば
し
た
と
い
う
。
何

で
日
本
の
団
体
の
会
識
を
外
国

で
?
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
加

え、

H
侵
略
戦
争
H

や
N
加
害

の
歴
史
H

と
い
わ
れ
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
。
自
分
の
祖
父
も
戦

争
に
行
っ
て
い
る
。
あ
の
や
さ

し
い
祖
父
が
加
害
者
と
い
わ
れ

で
も
・
・
・
と
い
う
理
事
も
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
参
加
し

た
理
事
た
ち
だ
っ
た
が
、
理
事

会
の
あ
と
、
十
四
日
の
午
後
開

い
た
「
日
本
の
戦
争
責
任
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
被
害

者
の
人
び
と
の
体
験
談
に
患
を

暴
行
、
強
姦
の
体
験
|
|
「
私

た
ち
は
あ
な
た
た
ち
の
祖
父
さ

ん
た
ち
に
や
ら
れ
た
の
だ
」
。

政
府
が
拒
否
す
る
理
由
は

『
元
慰
安
婦
に
対
す
る
、
い
わ

ゆ
る
補
償
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
先
の
大
戦
に
か
か
る
請
求

権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
我
国

と
し
て
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
条
約
そ
の
他
の
関
連
条
約
に

よ
り
誠
実
に
対
応
し
て
き
で
い

る
と
乙
ろ
で
あ
る
』
と
い
う
と

と。
従
っ
て
常
設
仲
裁
裁
判
所
の

仲
裁
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
考
-
え
は

な
い
と
い
う
回
答
。

弁
護
団
の
鈴
木
宏
弁
護
士
は

========三===三三三============三===三
三三
三==三
圭E
-==三=三==三====三日

山
子

三
お
議
長
強
支
援
議
惑
騒
騒
機
醐
鵬
わ
町
内
れ
建
一
切
刊
訂
r
M
M
い
諮
問
団
内
れ
わ
ゆ
U

一町刊日目安浦山町向れ十
h
u
r
h
m

…

山
け

九~
川
芳
ラ
て
升
川
の
者
Pぬ
喰

壊

滅

鰯

醐

て

い

る

と

と

か

ち

判

断

し

て

で

君

。
働
く
女
性
の
、
家
庭
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
に
表
現
レ
て
い
る
、
と
い
う
と
川

財

乙

の

国

の

女

性

が

、

そ

う

一

理

想

で

の

精

神

的

、

肉

語

負

担

は

「

内

助

の

功

」

な

ど

と

い

う

、

と

が

女

の

私

貧

此

は

見

え

て

川

州
事
乙
乙
に
二
マ
の
漫
画
が
あ
ツ
を
追
い
出
そ
う
:
」

。
男
女
に
儲
か
れ
て
い
る
、
と
見
て
よ
的
草
署
し
で
い
る
と
は
思
大
き
い
、
と
私
は
思
う
。
問
題
果
に
い
た
と
き
に
は
敬
遠
レ

く
る
。
「
M
eJE
u
-」
と
言
川

一

川

防
世「

る
。
ベ
ッ
ド
に
は
一
組
の
男
と
関
係
を
テ
l
マ

に

し

た

風

刺

漫

い

だ

る

つ

。

え

な

い
。

な
の
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
男
性
て
い
た
コ
ト
パ
が
、
ふ
と
健
か
わ
れ
る
「
内
助
の
功
」
は
Y

や

川

酬

)
女
。
男
は
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
、
害
賠
き
続
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
男
性
の
確
か
に
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
、
が
、
在
の
負
署
ど
う
認
識
し
く
思
い
出
さ
れ
る
:
:
フ
ラ
は
り
や
り
甲
斐
の
あ
る
こ
と
だ
川

川

@

女

は

流

行

雑

誌
に
目
を
通
し
、
の
あ
る
人
気
女
流
漫
画
家
の
代
理
解
と
協
力
が
あ
る
か
ら
、
女

社
会
制
度
は
女
が
仕
事
を
続
け
し
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
ン
ス
語
で
何
て
吉
田
う
の
だ
ろ
う
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
家
庭
の
成
功
川

川

=
川
又
そ
れ
ぞ
れ
物
思
い
に
耽
っ

て

い

表

作

だ

。

彼

女

の

作

晶

は

フ

ラ

性

は

家

庭

と

仕

事

が

ち

ゃ

ん

と

を

支

え

る

と

の

「

内

助

の

功

」

川

川

ン

る

。
男
「
今
年
は
も
っ
と
子
ど
ン
ス
の
男
と
女
を
思
わ
ず
苦
笑
両
立
で
き
る
ん
で
し
ま
す
・い

A

、，，
E

E

'

V
舟

t
L
C金

.

を
務
め
る
の
は
男
だ
っ
て
い
い
川

川

う

も

た

ち

長

を

し

よ

う

、

言

の

だ

か

ら
、
そ
こ
に
は
い
お
よ
と
点

字

を

本

当

こ

芳

女

乎

事

?

侠
だ
。
そ
ん
な
カ
ッ
プ
ル
が
で

川

コ
メ
、
一
一
一

p
b
'
t・F
一
ノ
』

1
5一、
一
恒
一
可

川

7

そ
う
だ
、

家
事
も
も
っ
と
し
よ
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
人
カ
ッ
プ
ル
女
友
達
か
ら
言
わ
れ
る
。
彼
女

-

ノ

、

:

-

|

|

-

d

-

4
4
-、
-

J
-二
き

た

ら

ス

テ

キ

だ

ろ

う

。

川

川

露

う

」

女

「

今

年

と

そ

コ

イ

の

祭

少

な

か

ら

ず

も

リ

ア

ル

た

ち

言

寄

っ

て

年

:

今

年

は

μ
国

襲

撃

ぺ

川

義

語

I喜
一
Jguru-J:

ず

る

い

フ

ラ

ン

ス

の

男

性

と

量

定

し

た

。
カ
ッ
プ
川

謹

機
輔
朝
二
三
一
点
二
器
認

6
!
f
u錦
町
凶
作
耳
目
口

頭
副
議
輔
闘

A
f
j
¥
~
;
鑑
識
鱒

J
¥
?e
)
易
く
出
来
て
い
る
し
、
共
稼
ぎ
日
本
に
比
べ
て
、
「
主
塑
げ
長
年
連
れ
合
っ
て
い
て
と
や
り
、
時
に
は
許
主
義
持
川

誕

機
離
盟
二
了
権
麟
，
人

t
m
gSと
し
て
あ
る
。
と
い
う
仕
事
自
体
の
社
会
的
価
ち
ら
が
き
く
な
る
ほ
ど
仲
ち
を
大
切
に
し
た
い
も
の
だ
、
川

川
山
議
題
鱒
畿

J
7
灘
、
警
河α
J

宗
家
庭
で
過
ご
す
富
も
当

-
Eく、
へ
タ
に
「
男
女
平
の
良
い
友
人
カ
ッ
プ
ル
を
何
組
な
ど
と
生
意
気
に
も
尽
つ
(
で
川

斗

離

J℃
一

二

ム

ム

宗

務

伊

丹

江

韓

日

出

騒

が

守

し

な

J
の

は

ぷ

川

m

弾

数

麟

燃

機

一一誠一
一プ一一叩一

週

J
一
ゃ
:
一吋

川

河

(

し
か
し
、
家
庭
が
家
庭
と
し
て
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
男
の
ほ
っ
担
で
き
な
弘
子
ノ
l
lナ
フ
ラ
ン
ス
の
男
と
女
に
と
っ
川

一

一

繍

~

べ

一

一

一

一

一ん
一
一
一
よ
み
と
影
山

内

れ

配

時

計

前

説

時

計

話

料

訟

は

か

配

M
Uお
ド
ロ
ー
吐
き
年
と
な
り
ま
す
…

の
ん
だ
。
話
し
な
が
ち
ま
服
を

脱
ぎ
日
本
人
に
な
ぐ
ら
れ
た
あ

と
を
見
せ
る
人
、
す
さ
ま
じ
い

韓

国

で

日

本

の

戦

後

責

任

を

考

え

た

日

育

協

の

リ

ー

ダ

ー

達

)
 
-(
 

本紙は女性|こよる平和と平等を推進します

個人賠償の実現ヘ

シンポジウムで日本軍の暴行でなくなった腕の傷あとをみせる

強制連行者。満場声を失った

日本は賢明な選択をせよ f
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東京都文京区本郷2-11-9/包括03(3813)465

日
叩
判
・
鰯
価

6000円

回
花
の
あ
る
場
所
小
さ
な
世
界
を
と
お
し
て
大
き
な

い
の
ち
の
流
れ
に
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
エ
ァ
セ
イ
集
。

1800円

図
女
た
ち
の
歌
声
仰
オ
ト
コ
社
会
。
が
張
り
め
ぐ
ら
し

た
壌
を
ひ
た
む
き
に
の
り
こ
え
よ

う
と
す
る
女
た
ち
。

1800円

霊

の
，

生

き

る

シ

リ

ー

ズ

勧

ニ

弾

。

莞

T
望価
1
、

8
昌

一

辺

B
-
五
木
寛
之
[
い
ま
の
自
分
を
信
じ
る
た
め
の
児
呈
ゐ

塑
生
き
る
ヒ
ン
ト
2

一一
一

躍
医
院
院
院
院
医
…
…

3
雲
さ
ん
が
全
国
の
お
母
さ
ん
に
讐
心
温
ま
る
宵
児
エ
ッ
セ
ー
。
(
調
出
来
i
)
定
皆

中
井
貴
志
娘
か
ら
娘
ヘ
豪
語
パ
J
U
M
〈
…

会
社
を
や
め
る
父
か
ら
語
一
組
長

会
社
に
入
る
息
子
・
娘
た
ち
へ
議
1

・
リ
ス
ト
ラ
攻
離
を
う
け
た
中
高
年
管
理
職
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
手
配
合
1
5
4
5円

ガ
ン
に
な
っ
て
も
生
き
ら
れ
る
陥

実
窓
会
(
都
立
多
摩
が
ん
横
診
セ
ン
タ
ー
霊

)

?

4

2

円
理

関
泊
目

教育史料出版会

学
校
に
行
か
な
い
僕
か
ら
学
校
に
行
か
な
い
君
ヘ

「東
京
シ
ュ
l
レ
」の
子
ど
も
た
ち
M

繍

い
じ
め
・
体
罰
・登校拒
否
体
験
を
摺
る
1
合
1
4
4
2円

-
大
人
も
満
足
、
小
さ
い
子
の
い
る
家
の
ご
は
ん
料
理

奥
薗
蕎
子
の
ご
歩
九
時
里
民
リ
フ
之
す

-A司
E

・4a，叫
羽
目
守
骨
量

F
Z
‘a
，.咽
asa--

主
食
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
主
役
に
芯
り
切
れ
な
い
米
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

生
の
米
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
残
り
ご
は
ん
ま
で
、
す
べ
て
お
い
し
く
料
理
し

し
た
。
・
イ
ラ
ス
ト
満
霞
・
的
判
別
頁
，
ヵ
ラ
ロ
給
付

*1350同

-

奥

歯

碍

子

の

好

評

/

.

子
育
て
ご
は
ん
わ
た
し
清
野
ラ
仔
註
緒

子
育
て
お
や
つ
わ
た
し
流
山
MU
げ
の
崎
明

幅
減
グ
ン
和
風
ケ

l
キ
邑
ク
ッ
キ
ー
日
脱
出
口
幻
仲
間

-
シ
|
ラ
・
キ
ッ
ツ
イ
ン
ガ
i
著
「
お
産
は
、
も

と
も
と
女
た
ち
が
経
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
手
伝

っ
た
も
の
」
と
語
る
英
国
助
産
婦
教
育
の
第
一
人
者

.
一
戸
田
律
子
・
き
く
ち
さ
か
え
監
訳
/
岡
本
干
草

・

佐
藤
由
美
子
・
大
谷
直
美
・
菅
沼
ひ
ろ
子
他
訳
・
助

産
婦
・
保
健
婦
他
全
員
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
邦
訳

私らしいお産、赤ぢゃんにやさしいお産のために/

シサおばさんの妊娠と出産の本

-
A
B判
上
製
函
入

ω頁

*定価5、
800円

合
結
婚
祝
い
な
ど
の
脂
り

物
に
も
喜
乙
ば
れ
ま
す
。

-幽
震
文
協
の
お
産
の

お

産

が

ゆ

く

・

少
産
時
代
の
こ
だ
わ
り
マ
タ
ニ
テ
イ

き
く
ち
さ
か
え
著
現
代
お
産
事
情
を
産
む
側
の
自
で
追
う
。

*41250向

お
産
っ
て
楽
し
い
ね

吉
村
正
・
山
田
綾
子
著
手
づ
く
り
お
震
の
吉
村
病
院
で
は
。

*1200円

お
産
っ
て
自
然
で
な
く
っ
ち
ゃ
ね

吉
村
正
著
・
清
原
な
つ
の
マ
ン
ガ
あ
る
産
科
医
の
提
言
。

*1300円

弘

氏

以

水

中

出

産

・
片
桐
助
産
続
の
現
場
か
ら

山
内
孝
道
著
経
験
者
が
皆
「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
水
中
出
産
。

*41250円

タ
イ
ミ
ン
グ
妊
娠
法

市
川
茂
孝
箸
性
交
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
元
気
な
子
を
。

好
評
発
売
中
/
.

目困回官室
〒107東京都港区赤坂7帽子1

*1250円
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戸♂-..-

厳
し
い
現
実
の
中
で

安売~ ./'、来斤Bn

一月
十
七
己
未
明
に
起
乙
っ
ガ
ス
が
植
民
一え
な
い
。
飲
み
水
は

た
阪
神
大
震
災
は
五
千
二
百
人
友
人
た
判
示
待
っ
て
来
て
く
れ

以
上
m
y犠
牲
者
を
出
し
、
務
内
る
か
、
生
活
用
水
は
失
が
近
く

者
は
三
十
万
人
以
上
。
そ
の
彫
の
小
学
校
ヘ
ポ
リ
タ
ン
ク
で
貰

留
の
深
刻
さ
は
日
が
経
つ
に
つ
い
に
行
く
。
し
か
し
七
十
六
歳

れ
て
増
し
て
い
る
。

の
夫
が
つ
い
に
田
宮
古
痛
め
て
ダ

被
災
者
の
場
合

ウ
ン
。
今
日
は
、
西
宮
北
口
に

西
富
市
の
徳
島
八
冨
歪
己
ん
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(七
二
歳
)
宅
は
全
額
は
ま
ぬ
「
応
援
す
る
市
民
の
会
」
に
駆

が
れ
た
も
の
の
、
今
も
水
道
、
け
込
ん
だ
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

V
高
嶋

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
、
の
小
学
校
へ
向
か
っ
た
。

全
面
か
ち
集
ま
っ
た
生
活
物
資
徳
島
さ
ん
は
当
座
の
生
活
用

を
仕
分
け
し
た
り
、
副
送
し
た
水
が
確
保
で
き
て
一
安
心
。

り
、
住
宅
や
被
災
者
の
安
全
確
「
今
朝
、
残
り
少
な
い
水
で

密
情
報
な
ど
に
活
協
し
て
い
位
牌
と
仏
軍
ゼ
寄
っ
ゃ
く
斌
き

る
。
徳
島
さ
ん
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
水
で
洗
調
?
と

て
、
大
阪
学
院
大
学
三
年
の
男
ん
で
も
な
い
。
そ
ん
な
も
っ
た

子
学
生
が
す
ぐ
飛
び
出
す
。
近
い
な
い
こ
と
を
し
た
ち
パ
チ
が

所
で
借
り
た
自
転
車
に
空
の
ポ
あ
た
り
ま
す
」

リ
タ
ン
ク
三
個
を
積
み
、
近
く
震
災
の
朝
、
金
額
し
た
近
所

国

一

一
会E

阪
神
大
震
災
で
被
害
を
-
つ
け

ら
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

誠

想畠さん(右)の世頼で、ポリタンクを持って
ホをもらいに行〈ボランティア

関

西

大

地

震

の

被
害
を
知
っ
て

町田
市

桂
木
み
ど
り

と
の
度
の
兵
庫
県
南
部
中
心

に
起
こ
っ
た
地
震
は
、
千
年
に

一度
位
し
か
起
と
ち
な
い
E
下

型
地
震
で
、
予
想
で
き
な
か
っ

た
志
是
が
、
と
の
被
害
宇
J

ご
さ
を
見
れ
ば

「千
年
に
一
度

し
か
起
乙
ら
な
い
か
ら
安
心
」

(揖3種郵恒物肥可)

e 
ぜ害少i.u/j': 

r… 愉.f-司
今にも倒れそうな家屋 [西宮市)

第 1087号

救
援
者
7
K
7
ィ
ア
セ
ン
タ
ム
西
宮
市
)

第オ 087号

みんなのペ ジです.冨しサ乱、ことや、知らせたい

ことがあったら、どんどん控摘して下さい。

電話 a(3343)1846
編集部|

FAX a(3348)l890 

(軍3櫨郵恒常勿認可}安奇~ ./'、、来斤Bn国壬~(3 ) 

口
八
万
人
中
、
避
難
者
数
約
九

干
人
、
損
纏
家
屋
約
七
千
声
(
内

合
理
約
二
千
五
百
戸
)
。

市
役
所
へ
一
歩
足
を
語
み
入

れ
る
と
、
毛
布
や
布
団
が
目
指

県
庁
舎
の
廊
下
や
ロ
ビ
l
、
そ

し
て
、
市
長
室
の
ド
ア
の
前
ま

で
続
き
、
多
く
の
被
災
者
た
ち

が
暮
色
し
て
い
る
。
北
村
市
長

は
、
「
ま
ず
仮
設
住
宅
の
建
霞

を
急
い
で
い
る
」
と
冒
う
。
毘

閣
の
工
地
宇
居
間
り
て
現
在
千
二

百
二
十
声
を
建
般
中
だ
。
水
道

は
二
月
中
に
回
復
し
た
い
と
言

う
。全
国
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て

は
、
「
食
糧
、
家
を
建
て
た
後

に
必
要
な
食
器
や
洗
視
機
、
テ

レ
ビ
、
一
般
家
庭
用
品
が
あ
り

が
た
い
。
仕
分
け
を
し
、
さ
ら

に
区
分
け
し
、
中
身
が
表
示
し

て
あ
る
と
助
か
る
」
と
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

合
、
日
帰
り
で
、
優
れ
た
コ
l

デ
ィ
朱
l
タ
l
の
率
い
る
計
国

的
、
継
続
的
な
グ
ル
ー
プ
が
い

ち
ば
ん
あ
り
が
た
い
そ
う
だ
。

そ
し
て
「
立
ち
直
る
十
点
目
の

喪
援
金
を
お
願
い

υま
す
」
と

の
こ
と
。
疲
れ
の
に
じ
む
顔
に

笑
顔
を
浮
か
べ
U

今
回
も
北
村

さ
ん
は
が
ん
ば
る
。

送
り
先
・・喝
さ
く
色
銀
行
問
屋
支

居
、
別
段
預
金
1
1
2
9、
芦

屋
市
収
入
役
。

(こ
の
面
の
写

真
は
全
部
高
嶋
紀
子
)

紀
子

の
家
か
ら
高
齢
女
性
を
皆
で
救

い
出
し
て
A

「
も
質
量
品
を
預
っ

て
い
る
と
い
う
。徳
島
さ
ん
も
、

他
の
被
災
者
と
同
僚
、
困
難
な

日
々
が
当
分
続
く
。

街
を
歩
く
と
破
狽
は
テ
レ
ビ

の
薗
面
で
一見
石
よ
り
現
実
の
方

が
は
る
か
に
す
さ
ま
じ
い
。
全

寝
し
て
、
錐
も
住
ん
で
い
な
い

ガ
レ
キ
の
下
か
ら
電
話
の
ベ
ル

iE;ifjiiF531ぬ
323訴 詰521努2 間 町が九lまる町長 {芦屋市対前本部)

者

の

土
問
'

NHK放送博物館ホールで2月25、26日
た
か
、
倒
怨
し
た
高
速
道
路
や

新
幹
線
を
見
た
ら
よ
く
わ
か
っ

た
。
原
発
だ
っ
て
わ
か
り
ゃ
し

な
い
。
浜
岡
原
発
な
ん
て
活
断

層
の
近
く
に
あ
る
と
言
う
で
は

な
い
か
。
近
ご
ろ
北
海
道
や
東

北
の
地
震
が
多
い
が
、
青
森
の

H
核
の
ゴ
ミ
H

は
大
丈
夫
な
の

か
。
ま
さ
か
ρ
液
状
化
u
し
て

ど
ろ
ど
ろ
と
出
で
き
た
り
し
な

い
で
し
ょ
品
。

原
発
が
地
震
で
ひ
つ
く
り
か

え
っ
た
り
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と

に
な
る
か
と
思
う
と
背
筋
が
寒

く
な
る
。
も
う
い
い
か
げ
ん
原

発
の
建
段
は
平
め
て
f
そ
し
て

既
訟
の
原
発
の
安
全
に
つ
い

て
、
一
刻
も
早
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

園
田
固
に
情
報
を
公
開
せ
よ
。

書
出
動
の
時
だ
り
。
災
曹
は
毎

年
の
よ
う
に
あ
り
、
大
い
に
自

衛
隊
は
，
力
を
発
回
ヂ
し
て
き

た
の
で
す
よ
。
こ
の
際
、
そ
ち

ら
を
本
業
に
、
ま
す
ま
す
活
路

し
て
頂
告
是
也
し
よ
う
リ

庶
民
の
パ
ワ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

H
H
-
u
n
 

投
書
を
・
い
て
い
て
も
伺
か

「
う
し
る
め
た
い
」
気
が
し
て

い
る
。
地
震
の
一
報
は
、
朝
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
は
い
た

が
、
そ
の
後
、
何
百
、
何
千
と

増
え
つ
づ
貯
る
死
者
、
被
災
地

の
一
惨
状
に
「
と
れ
は
大
変
」
と

患
室
喜
ん
だ
。
そ
し
て
チ
レ
ピ

や
マ
ス
コ
ミ
各
低
が
こ
ぞ
っ
て

伝
え
る
そ
の
模
様
を
「
こ
た
つ

に
あ
た
り
な
が
色
見
て
い
る
自

分」

。
「
う
し
ろ
め
た
さ
」
の

一
因
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
本
つ

な
気
が
す
る
。
被
災
地
の
人
々

と
そ
、
知
り
た
い
情
報
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
に
・
。

翌
々
日
の
呑
気
な
新
年
会。

話
題
の
中
心
は
、
や
は
り
阪
神

大
震
災
。
み
な
他
人
事
と
は
思

え
ず
に
、
い
ざ
の
時
の
防
災
用

品
、
避
難
方
法
な
ど
に
話
が
及

ん
だ
。
中
に
は

「ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
で
き
な
い
の
で
、
家
族
中

で
募
金
に
協
力
し
た
」
と
い
う

人
も
い
た
。
で
も
「
倒
壇
家
屋

が
多
か
っ
た
地
域
は
、
区
画
盤

理
が
進
ま
な
く
て
困
っ
て
い
た

ん
だ
っ
て
」
な
ど
と
言
う
人
も

(ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
)
い
た
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
っ
て
、
恐

い
と
思
っ
た
。「
他
人
の
不
幸
」

は
、
し
ょ
せ
ん
実
感
一
で
き
な
い

の
か
と
も
。
そ
の
後
ワ
イ
ド
シ

ョ
l
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
ま
り

見
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

被
災
か
ら
立
ち
上
が
る
庶
民
の

パ
ワ
1
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
々
の
療
な
ど
に
は
、
ホ
ッ

と
す
る
思
い
が
し
た
。

他
人
の
痛
み
が
分
か
る
人
聞

に
な
り
た
い
。阪
神
大
震
災
は
、

私
に
一
つ
の
「
確
信
」
を
も
た

ら
し
た
。

東京電力ω
0
一

電力開要l孟冬にもピークを迎えます.

冷暖房雑用エアコンや電気カ ベットなE

暖房器具の普及により 20年前に比べ冬の

最大電力は約2.5倍。夏とともに電力需要の

第2のピ クを迎ぇ、発電所もフル稼働して

います.'-<に2月は省エ巧、ノレギ一月問。エア

コンだけでなく、ちょっt我が家の電気のム

タ'をチェックしてみませんか。使わない時は

こまめにスイァチを切るなど、Eうぞ省エヰノレ

ギーに皆:Hのご協力をお願いL、たLます。

w
m
 

K
O
 

R

-

(
6
 

5，760 

1，000 

3(月}

です。

コツコツがコツ。省エネで省マネー。

お部屋の暖時過ぎは電気のムダt:りでなく、
からだにもよくありません。エアコンの設定温

度は控えめに。暖房時2'C低めに設定する

L約10%の省エ4ノレギ になります。例え

ば1日9時間‘消費電力lkWのエアコンをつ

けていた場合、 1か月で約660円もの節約に。

{健a電灯事2段附時金単価lkW時めた句23851'lで，， ~した喝合!

-お宅の省エネマネ を計算してみまぜんか?
(仁コ町中にお宅の畳字を入れて〈ださ¥.'o} 

ヱア"の論.電力 1日.'1縄問 u事品ギ-u
〈怖か ~X I 9" lIIl l x 羽目 X lO%

調..咽当...
×23.85円x1.03 = 663円 匂6回円

ヨ質実際のf附..カU.，.%.アヨノのタイプや俊則する寝室峻 使用粂

作伝的 ょうて!th?l-t. 

省エネルギーは.私たちみんなのテ-v.
省エネルギ は、家計の問題だりではあり

ません.発電に使う石油や天然ガスなEは、

埋蔵量に限りのある貴重な地球の資源です。

これらをムダな〈大切に使ってい〈ために

毎日の暮らしの中での省ニヰ亦ルギーは欠か

せません.また温暖化問題なE地球環境へ

の影響をできるt:'け抑えるためにも省エ式、

ノレギーは置要なテーマです.

1973~手度

5，000 

4.000 

9101112 

自
衛
隊
を
「災

害
救
援
隊
」
に

大
阪
市
吉
田
美
代
子

阪
神
大
震
災
で
初
動
の
遅
さ

自
衛
隊
と
の
連
携
の
翠
己
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
有
事
立
法
の

必
要
性
を
堂
々
と
一説
く
評
論
家

も
い
て
、
私
な
ど
ゾ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。

第
一
、
自
福
隊
が
出
動
し
た

ら
、
す
べ
て
う
ま
く
行
っ
た
の

で
し
去
が
。
も
ち
ろ
ん
、
人

命
紋
助
に

一
刻
で
も

一
人
で
も

多
く
の
人
手
が
い
っ
た
と
き
、

も
う
少
し
早
く
来
て
く
れ
た

ら
、
と
い
う
気
も
ち
は
わ
か
り

ま
す
が
、
自
喬
隊
は
災
害
救
助

の
専
門
家
で
な
い
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
は
偲
織
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
H

名
案
H

聞
い
て
下
さ

い
。
と
の
際
、

自
衛
隊
の
半
分

を
、
〈
災
茜
紋
助
国
土
防
衛

せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
隊
〉
に
し
ま
す
。
災
害
救
助
や

か
ち
か
、
全
般
に
地
震
関
係
の
復
興
の
応
援
専
門
隊
で
戦
闘
に

報
道
は
控
え
目
な
よ
う
だ
が
、
は
全
く
関
係
し
ま
せ
ん
。

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
今
、
被
災
寄
救
助
の
専
門
隊
で
す
か

と
い
う
考
え
方
は
す
で
る
べ
き
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
寄
の
少
な
い
地
震
も
も
っ
と
見
ら
、
何
か
あ
れ
ば
、
ヤ
ヤ
コ
シ

だ
と
思
う
o
そ
れ
は
日
本
が
地
う
。

て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
報
道
イ
手
続
き
な
し
で
す
ぐ
出
動
し

露
国
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

気
象
庁
は
、
兵
庫
県
南
部
地
し
て
ほ
し
い
。

ま
す
。
災
害
が
大
き
り
れ
ば
、

私
は
昨
年
七
月
頃
だ
っ
た
と
震
と
北
海
道
の
地
震
は
関
係
な
か
っ
て
ナ
マ
ズ
の
動
き
が
地
二
年
で
も
三
年
で
も
手
伝
え
ば

思
う
が
、
京
都
に
震
度
四
の
通
い
と
し
た
が
、
日
本
が
地
震
の
震
を
予
知
す
る
と
し
て
、
そ
れ
よ
し
。
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
災

震
が
起
こ
っ
た
時
、
互
恵
恩
活
動
期
に
入
っ
た
乙
と
を
も
発
が
ピ
タ
リ
と
当
た
っ
た
こ
と
が
書
の
一致
援
に
も
積
極
的
に
参
加

い
か
し
た
。
京
都
は
滅
多
に
地
表
レ
た
。
千
年
に

一
度
し
か
起
あ
っ
た
た
め
、
ナ
マ
ズ
を
匂
っ
し
、
日
本
人
は
汗
を
流
す
こ
と

震
が
起
と
ら
な
い
と
と
ろ
だ
か
こ
ち
な
い
地
震
も
何
ち
か
の
影
な
ど
し
て
地
震
予
知
に
積
極
性
を
実
践
し
ま
す
。
戦
争
と
関
係

ち
よ
け
い
気
に
な
っ
た
。

醤
が
生
ず
れ
ば
、
千
年
た
た
ず
を
も
っ
て
い
い
の
か
も
レ
れ
な
の
な
い
組
織
で
す
か
ち
ょ
」
れ

政

党

助

成

金

を

「
来
年
位
に
富
に
大
地
震
と
も
警
警
と
も
あ
る
と
考
い

o

g憲
章
非
難
さ
れ
ま
せ

復

興

費

に

回

せ

が
起
乙
ら
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
ん
。
災
害
が
な
い
時
は
大
い
に

ね
」
と
、
私
は
家
人
に
話
し
た
う
。

の
ご
冥
植
を
祈
り
、
被
轡
に
会
理
論
実
践
両
面
の
訓
練
を
積
札
幌
市
野
村
幸
子

の
者
覚
え
て
い
る
。

津
軽
海
峡
で
詰
歯
ト
ン
ネ一

わ
れ
た
方
々
の
復
興
を
顧
わ
ず
み
、

H
専
門
家
H

と
し
て
専
門
ス
ポ
ー
ツ
平
和
党
の
江
本
磯

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
N
H
K
ル
が
開
通
し
て
い
る
し
、
関
西
に
は
い
ら
れ
忠
噌
ん
。

性
を
高
め
て
も
ら
い
ま
す
。

員
が
、
政
党
助
成
金
を
こ
と
し

で
は
「
花
室
長
さ
れ
で
は
神
霊
の
埋
め
立
て
工
事

原

発

向

耐

震

性

戦
景
色
戦
闘
機
や
き
は
望
、
阪
神
大
震
議
費

て
い
た
の
で
、
応
仁
の
乱
を
連
や
関
西
国
際
空
港
の
建
設
も
あ

大

丈

和

前

の

か

お
金
で
:
ハ
ワ
l
シ
ョ
ベ
ル
ゃ
に
ま
わ
せ
と
提
案
し
た
そ
う
で

想
し
て

一
層
不
吉
な
気
分
に
な
っ
た
。
専
門
家
で
も
な
い
の
に

h
d
尻町

消
火
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
買
え
す
。
大
賛
成
。
た
ま
に
は
い
い

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と

の

軽

率

な

こ

と

は

冨

え

な

い

が

、

川
崎
市

H
-
G
ば
、
ず
い
分
た
く
さ
ん
買
え
る
こ
と
い
う
ね
、
江
本
さ
ん
。
大

地
震
の
報
道
は
、
関
東
で
は
新
人
為
的
に
何
ら
加
わ
ら
な
か
っ
日
本
の
活
断
層
地
図
を
見
と
思
い
ま
す
よ
。

体
、
私
は
あ
の
政
党
助
成
と
い

聞
に
は
小
さ
く
蹴
っ
た
だ
け
だ
益
出
で
も
地
震
が
起
こ
っ
て
い
て
、
日
本
列
島
ど
と
に
住
ん
で
自
衛
隊
が
半
分
に
な
っ
て
い
う
の
が
ど
う
に
も
納
得
い
か
な

っ

た

。

る

の

だ

。

も
地
震
と
無
線
と
い
予
わ
り
に
い
の
か
?
い
い
で
す
よ
。
も
つ
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
支
持
し

専
門
家
の
聞
で
は
、
東
海
地
今
回
の
地
震
の
包
乙
る
数
日
行
か
な
い
こ
と
を
実
感
。
そ
れ
と
少
な
く
て
い
い
。
自
衛
隊
が
て
も
い
な
い
政
党
に
血
税
を
国

震
の
予
知
の
研
究
は
さ
れ
て
い
前
に
も
沖
永
良
部
島
な
ど
沖
縄
に
つ
け
て
も
へ
乙
ん
な
国
に
何
で
き
て
四
十
五
年
。
戸
締
ま
り
民
一
人
あ
た
り
二
百
五
十
円

る
が
、
そ
の
他
の
地
域
は
さ
れ
で
震
度
四
の
地
震
が
あ
っ
た
十
と
原
発
が
あ
っ
て
大
丈
夫
な
輸
が
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
自
衛
も
、
ま
き
あ
げ
色
れ
な
り
れ
ば

て
い
な
い

と

い

う

。

が

、

乙

の

報

道
も
飯
い
が
小
さ
の
?
と
思
つ
Q

隊
の
力
が
必
要
と
さ
れ
た
乙
と
な
民
忘
い
の
か
。
醸
員
の
皆
さ

と
こ
ろ
で
、
壁
、
と
み
に
か
っ
た
の
で
、
見
落
し
た
人
も
日
本
の
耐
震
構
造
は
絶
対
大
は

一
度
も
な
い
の
で
す
よ
(
無
ん
、
大
震
災
興
復
へ
の
カ
ン
パ

北
海
道
に
地
震
が
起
こ
っ
て
い
多
い
と
思
う
。
丈
夫
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
用
の
長
物
)
。
そ
の
問
、
彼
ち
に
も
反
対
し
た
ち
、
も
う
ホ
ン

る
。一

年
半
前
に
奥
尻
島
に
ひ
マ
ス
コ
ミ
は
国
民
を
動
指
さ
が
い
か
に
い
い
か
げ
ん
で
あ
っ

が
国
民
に
感
謝
さ
れ
た
の
は
災
ト
に
併
さ
な
い
よ
f

ど
い
被
害
を
も
た
ち
し
た
地
震

，

E

，•• 
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冬、品アョνの
度宅(2度下げるt

気代ザおトクでヲユ

b丹で約660円も
設
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東京電力lふ 21世紀白エネルギ と地障理境を考える

rENEX'95J第四回エネルギーの有助活用展に出展しています.

会場科挙控情揮期間 2月i日嗣-2月5日(目)10:00-17:00

い
ま
お
使
い
の
製
品
、

原
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何
で
す
か
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し
い
か
ら
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物
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全耐震した家屋{芦屋市)

紙
片jd

…一

1995年 2月 108

戸♂-..-

厳
し
い
現
実
の
中
で

安売~ ./'、来斤Bn

一月
十
七
己
未
明
に
起
乙
っ
ガ
ス
が
植
民
一え
な
い
。
飲
み
水
は

た
阪
神
大
震
災
は
五
千
二
百
人
友
人
た
判
示
待
っ
て
来
て
く
れ

以
上
m
y犠
牲
者
を
出
し
、
務
内
る
か
、
生
活
用
水
は
失
が
近
く

者
は
三
十
万
人
以
上
。
そ
の
彫
の
小
学
校
ヘ
ポ
リ
タ
ン
ク
で
貰

留
の
深
刻
さ
は
日
が
経
つ
に
つ
い
に
行
く
。
し
か
し
七
十
六
歳

れ
て
増
し
て
い
る
。

の
夫
が
つ
い
に
田
宮
古
痛
め
て
ダ

被
災
者
の
場
合

ウ
ン
。
今
日
は
、
西
宮
北
口
に

西
富
市
の
徳
島
八
冨
歪
己
ん
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(七
二
歳
)
宅
は
全
額
は
ま
ぬ
「
応
援
す
る
市
民
の
会
」
に
駆

が
れ
た
も
の
の
、
今
も
水
道
、
け
込
ん
だ
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
で

V
高
嶋

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
、
の
小
学
校
へ
向
か
っ
た
。

全
面
か
ち
集
ま
っ
た
生
活
物
資
徳
島
さ
ん
は
当
座
の
生
活
用

を
仕
分
け
し
た
り
、
副
送
し
た
水
が
確
保
で
き
て
一
安
心
。

り
、
住
宅
や
被
災
者
の
安
全
確
「
今
朝
、
残
り
少
な
い
水
で

密
情
報
な
ど
に
活
協
し
て
い
位
牌
と
仏
軍
ゼ
寄
っ
ゃ
く
斌
き

る
。
徳
島
さ
ん
の
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
水
で
洗
調
?
と

て
、
大
阪
学
院
大
学
三
年
の
男
ん
で
も
な
い
。
そ
ん
な
も
っ
た

子
学
生
が
す
ぐ
飛
び
出
す
。
近
い
な
い
こ
と
を
し
た
ち
パ
チ
が

所
で
借
り
た
自
転
車
に
空
の
ポ
あ
た
り
ま
す
」

リ
タ
ン
ク
三
個
を
積
み
、
近
く
震
災
の
朝
、
金
額
し
た
近
所

国

一

一
会E

阪
神
大
震
災
で
被
害
を
-
つ
け

ら
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

誠

想畠さん(右)の世頼で、ポリタンクを持って
ホをもらいに行〈ボランティア

関

西

大

地

震

の

被
害
を
知
っ
て

町田
市

桂
木
み
ど
り

と
の
度
の
兵
庫
県
南
部
中
心

に
起
こ
っ
た
地
震
は
、
千
年
に

一度
位
し
か
起
と
ち
な
い
E
下

型
地
震
で
、
予
想
で
き
な
か
っ

た
志
是
が
、
と
の
被
害
宇
J

ご
さ
を
見
れ
ば

「千
年
に
一
度

し
か
起
乙
ら
な
い
か
ら
安
心
」

(揖3種郵恒物肥可)
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今にも倒れそうな家屋 [西宮市)

第 1087号

救
援
者
7
K
7
ィ
ア
セ
ン
タ
ム
西
宮
市
)

第オ 087号

みんなのペ ジです.冨しサ乱、ことや、知らせたい

ことがあったら、どんどん控摘して下さい。

電話 a(3343)1846
編集部|

FAX a(3348)l890 

(軍3櫨郵恒常勿認可}安奇~ ./'、、来斤Bn国壬~(3 ) 

口
八
万
人
中
、
避
難
者
数
約
九

干
人
、
損
纏
家
屋
約
七
千
声
(
内

合
理
約
二
千
五
百
戸
)
。

市
役
所
へ
一
歩
足
を
語
み
入

れ
る
と
、
毛
布
や
布
団
が
目
指

県
庁
舎
の
廊
下
や
ロ
ビ
l
、
そ

し
て
、
市
長
室
の
ド
ア
の
前
ま

で
続
き
、
多
く
の
被
災
者
た
ち

が
暮
色
し
て
い
る
。
北
村
市
長

は
、
「
ま
ず
仮
設
住
宅
の
建
霞

を
急
い
で
い
る
」
と
冒
う
。
毘

閣
の
工
地
宇
居
間
り
て
現
在
千
二

百
二
十
声
を
建
般
中
だ
。
水
道

は
二
月
中
に
回
復
し
た
い
と
言

う
。全
国
か
ら
の
援
助
に
つ
い
て

は
、
「
食
糧
、
家
を
建
て
た
後

に
必
要
な
食
器
や
洗
視
機
、
テ

レ
ビ
、
一
般
家
庭
用
品
が
あ
り

が
た
い
。
仕
分
け
を
し
、
さ
ら

に
区
分
け
し
、
中
身
が
表
示
し

て
あ
る
と
助
か
る
」
と
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

合
、
日
帰
り
で
、
優
れ
た
コ
l

デ
ィ
朱
l
タ
l
の
率
い
る
計
国

的
、
継
続
的
な
グ
ル
ー
プ
が
い

ち
ば
ん
あ
り
が
た
い
そ
う
だ
。

そ
し
て
「
立
ち
直
る
十
点
目
の

喪
援
金
を
お
願
い

υま
す
」
と

の
こ
と
。
疲
れ
の
に
じ
む
顔
に

笑
顔
を
浮
か
べ
U

今
回
も
北
村

さ
ん
は
が
ん
ば
る
。

送
り
先
・・喝
さ
く
色
銀
行
問
屋
支

居
、
別
段
預
金
1
1
2
9、
芦

屋
市
収
入
役
。

(こ
の
面
の
写

真
は
全
部
高
嶋
紀
子
)

紀
子

の
家
か
ら
高
齢
女
性
を
皆
で
救

い
出
し
て
A

「
も
質
量
品
を
預
っ

て
い
る
と
い
う
。徳
島
さ
ん
も
、

他
の
被
災
者
と
同
僚
、
困
難
な

日
々
が
当
分
続
く
。

街
を
歩
く
と
破
狽
は
テ
レ
ビ

の
薗
面
で
一見
石
よ
り
現
実
の
方

が
は
る
か
に
す
さ
ま
じ
い
。
全

寝
し
て
、
錐
も
住
ん
で
い
な
い

ガ
レ
キ
の
下
か
ら
電
話
の
ベ
ル

iE;ifjiiF531ぬ
323訴 詰521努2 間 町が九lまる町長 {芦屋市対前本部)

者

の

土
問
'

NHK放送博物館ホールで2月25、26日
た
か
、
倒
怨
し
た
高
速
道
路
や

新
幹
線
を
見
た
ら
よ
く
わ
か
っ

た
。
原
発
だ
っ
て
わ
か
り
ゃ
し

な
い
。
浜
岡
原
発
な
ん
て
活
断

層
の
近
く
に
あ
る
と
言
う
で
は

な
い
か
。
近
ご
ろ
北
海
道
や
東

北
の
地
震
が
多
い
が
、
青
森
の

H
核
の
ゴ
ミ
H

は
大
丈
夫
な
の

か
。
ま
さ
か
ρ
液
状
化
u
し
て

ど
ろ
ど
ろ
と
出
で
き
た
り
し
な

い
で
し
ょ
品
。

原
発
が
地
震
で
ひ
つ
く
り
か

え
っ
た
り
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と

に
な
る
か
と
思
う
と
背
筋
が
寒

く
な
る
。
も
う
い
い
か
げ
ん
原

発
の
建
段
は
平
め
て
f
そ
し
て

既
訟
の
原
発
の
安
全
に
つ
い

て
、
一
刻
も
早
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、

園
田
固
に
情
報
を
公
開
せ
よ
。

書
出
動
の
時
だ
り
。
災
曹
は
毎

年
の
よ
う
に
あ
り
、
大
い
に
自

衛
隊
は
，
力
を
発
回
ヂ
し
て
き

た
の
で
す
よ
。
こ
の
際
、
そ
ち

ら
を
本
業
に
、
ま
す
ま
す
活
路

し
て
頂
告
是
也
し
よ
う
リ

庶
民
の
パ
ワ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

H
H
-
u
n
 

投
書
を
・
い
て
い
て
も
伺
か

「
う
し
る
め
た
い
」
気
が
し
て

い
る
。
地
震
の
一
報
は
、
朝
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
て
は
い
た

が
、
そ
の
後
、
何
百
、
何
千
と

増
え
つ
づ
貯
る
死
者
、
被
災
地

の
一
惨
状
に
「
と
れ
は
大
変
」
と

患
室
喜
ん
だ
。
そ
し
て
チ
レ
ピ

や
マ
ス
コ
ミ
各
低
が
こ
ぞ
っ
て

伝
え
る
そ
の
模
様
を
「
こ
た
つ

に
あ
た
り
な
が
色
見
て
い
る
自

分」

。
「
う
し
ろ
め
た
さ
」
の

一
因
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
本
つ

な
気
が
す
る
。
被
災
地
の
人
々

と
そ
、
知
り
た
い
情
報
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
の
に
・
。

翌
々
日
の
呑
気
な
新
年
会。

話
題
の
中
心
は
、
や
は
り
阪
神

大
震
災
。
み
な
他
人
事
と
は
思

え
ず
に
、
い
ざ
の
時
の
防
災
用

品
、
避
難
方
法
な
ど
に
話
が
及

ん
だ
。
中
に
は

「ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
で
き
な
い
の
で
、
家
族
中

で
募
金
に
協
力
し
た
」
と
い
う

人
も
い
た
。
で
も
「
倒
壇
家
屋

が
多
か
っ
た
地
域
は
、
区
画
盤

理
が
進
ま
な
く
て
困
っ
て
い
た

ん
だ
っ
て
」
な
ど
と
言
う
人
も

(ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
)
い
た
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
っ
て
、
恐

い
と
思
っ
た
。「
他
人
の
不
幸
」

は
、
し
ょ
せ
ん
実
感
一
で
き
な
い

の
か
と
も
。
そ
の
後
ワ
イ
ド
シ

ョ
l
的
な
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
ま
り

見
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

被
災
か
ら
立
ち
上
が
る
庶
民
の

パ
ワ
1
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
々
の
療
な
ど
に
は
、
ホ
ッ

と
す
る
思
い
が
し
た
。

他
人
の
痛
み
が
分
か
る
人
聞

に
な
り
た
い
。阪
神
大
震
災
は
、

私
に
一
つ
の
「
確
信
」
を
も
た

ら
し
た
。

東京電力ω
0
一

電力開要l孟冬にもピークを迎えます.

冷暖房雑用エアコンや電気カ ベットなE

暖房器具の普及により 20年前に比べ冬の

最大電力は約2.5倍。夏とともに電力需要の

第2のピ クを迎ぇ、発電所もフル稼働して

います.'-<に2月は省エ巧、ノレギ一月問。エア

コンだけでなく、ちょっt我が家の電気のム

タ'をチェックしてみませんか。使わない時は

こまめにスイァチを切るなど、Eうぞ省エヰノレ

ギーに皆:Hのご協力をお願いL、たLます。
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5，760 

1，000 

3(月}

です。

コツコツがコツ。省エネで省マネー。

お部屋の暖時過ぎは電気のムダt:りでなく、
からだにもよくありません。エアコンの設定温

度は控えめに。暖房時2'C低めに設定する

L約10%の省エ4ノレギ になります。例え

ば1日9時間‘消費電力lkWのエアコンをつ

けていた場合、 1か月で約660円もの節約に。

{健a電灯事2段附時金単価lkW時めた句23851'lで，， ~した喝合!

-お宅の省エネマネ を計算してみまぜんか?
(仁コ町中にお宅の畳字を入れて〈ださ¥.'o} 

ヱア"の論.電力 1日.'1縄問 u事品ギ-u
〈怖か ~X I 9" lIIl l x 羽目 X lO%

調..咽当...
×23.85円x1.03 = 663円 匂6回円

ヨ質実際のf附..カU.，.%.アヨノのタイプや俊則する寝室峻 使用粂

作伝的 ょうて!th?l-t. 

省エネルギーは.私たちみんなのテ-v.
省エネルギ は、家計の問題だりではあり

ません.発電に使う石油や天然ガスなEは、

埋蔵量に限りのある貴重な地球の資源です。

これらをムダな〈大切に使ってい〈ために

毎日の暮らしの中での省ニヰ亦ルギーは欠か

せません.また温暖化問題なE地球環境へ

の影響をできるt:'け抑えるためにも省エ式、

ノレギーは置要なテーマです.

1973~手度

5，000 

4.000 

9101112 

自
衛
隊
を
「災

害
救
援
隊
」
に

大
阪
市
吉
田
美
代
子

阪
神
大
震
災
で
初
動
の
遅
さ

自
衛
隊
と
の
連
携
の
翠
己
が
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
有
事
立
法
の

必
要
性
を
堂
々
と
一説
く
評
論
家

も
い
て
、
私
な
ど
ゾ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。

第
一
、
自
福
隊
が
出
動
し
た

ら
、
す
べ
て
う
ま
く
行
っ
た
の

で
し
去
が
。
も
ち
ろ
ん
、
人

命
紋
助
に

一
刻
で
も

一
人
で
も

多
く
の
人
手
が
い
っ
た
と
き
、

も
う
少
し
早
く
来
て
く
れ
た

ら
、
と
い
う
気
も
ち
は
わ
か
り

ま
す
が
、
自
喬
隊
は
災
害
救
助

の
専
門
家
で
な
い
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
は
偲
織
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
H

名
案
H

聞
い
て
下
さ

い
。
と
の
際
、

自
衛
隊
の
半
分

を
、
〈
災
茜
紋
助
国
土
防
衛

せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
隊
〉
に
し
ま
す
。
災
害
救
助
や

か
ち
か
、
全
般
に
地
震
関
係
の
復
興
の
応
援
専
門
隊
で
戦
闘
に

報
道
は
控
え
目
な
よ
う
だ
が
、
は
全
く
関
係
し
ま
せ
ん
。

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
今
、
被
災
寄
救
助
の
専
門
隊
で
す
か

と
い
う
考
え
方
は
す
で
る
べ
き
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
寄
の
少
な
い
地
震
も
も
っ
と
見
ら
、
何
か
あ
れ
ば
、
ヤ
ヤ
コ
シ

だ
と
思
う
o
そ
れ
は
日
本
が
地
う
。

て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
報
道
イ
手
続
き
な
し
で
す
ぐ
出
動
し

露
国
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

気
象
庁
は
、
兵
庫
県
南
部
地
し
て
ほ
し
い
。

ま
す
。
災
害
が
大
き
り
れ
ば
、

私
は
昨
年
七
月
頃
だ
っ
た
と
震
と
北
海
道
の
地
震
は
関
係
な
か
っ
て
ナ
マ
ズ
の
動
き
が
地
二
年
で
も
三
年
で
も
手
伝
え
ば

思
う
が
、
京
都
に
震
度
四
の
通
い
と
し
た
が
、
日
本
が
地
震
の
震
を
予
知
す
る
と
し
て
、
そ
れ
よ
し
。
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
災

震
が
起
こ
っ
た
時
、
互
恵
恩
活
動
期
に
入
っ
た
乙
と
を
も
発
が
ピ
タ
リ
と
当
た
っ
た
こ
と
が
書
の
一致
援
に
も
積
極
的
に
参
加

い
か
し
た
。
京
都
は
滅
多
に
地
表
レ
た
。
千
年
に

一
度
し
か
起
あ
っ
た
た
め
、
ナ
マ
ズ
を
匂
っ
し
、
日
本
人
は
汗
を
流
す
こ
と

震
が
起
と
ら
な
い
と
と
ろ
だ
か
こ
ち
な
い
地
震
も
何
ち
か
の
影
な
ど
し
て
地
震
予
知
に
積
極
性
を
実
践
し
ま
す
。
戦
争
と
関
係

ち
よ
け
い
気
に
な
っ
た
。

醤
が
生
ず
れ
ば
、
千
年
た
た
ず
を
も
っ
て
い
い
の
か
も
レ
れ
な
の
な
い
組
織
で
す
か
ち
ょ
」
れ

政

党

助

成

金

を

「
来
年
位
に
富
に
大
地
震
と
も
警
警
と
も
あ
る
と
考
い

o

g憲
章
非
難
さ
れ
ま
せ

復

興

費

に

回

せ

が
起
乙
ら
な
け
れ
ば
い
い
け
ど
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
ん
。
災
害
が
な
い
時
は
大
い
に

ね
」
と
、
私
は
家
人
に
話
し
た
う
。

の
ご
冥
植
を
祈
り
、
被
轡
に
会
理
論
実
践
両
面
の
訓
練
を
積
札
幌
市
野
村
幸
子

の
者
覚
え
て
い
る
。

津
軽
海
峡
で
詰
歯
ト
ン
ネ一

わ
れ
た
方
々
の
復
興
を
顧
わ
ず
み
、

H
専
門
家
H

と
し
て
専
門
ス
ポ
ー
ツ
平
和
党
の
江
本
磯

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
N
H
K
ル
が
開
通
し
て
い
る
し
、
関
西
に
は
い
ら
れ
忠
噌
ん
。

性
を
高
め
て
も
ら
い
ま
す
。

員
が
、
政
党
助
成
金
を
こ
と
し

で
は
「
花
室
長
さ
れ
で
は
神
霊
の
埋
め
立
て
工
事

原

発

向

耐

震

性

戦
景
色
戦
闘
機
や
き
は
望
、
阪
神
大
震
議
費

て
い
た
の
で
、
応
仁
の
乱
を
連
や
関
西
国
際
空
港
の
建
設
も
あ

大

丈

和

前

の

か

お
金
で
:
ハ
ワ
l
シ
ョ
ベ
ル
ゃ
に
ま
わ
せ
と
提
案
し
た
そ
う
で

想
し
て

一
層
不
吉
な
気
分
に
な
っ
た
。
専
門
家
で
も
な
い
の
に

h
d
尻町

消
火
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
買
え
す
。
大
賛
成
。
た
ま
に
は
い
い

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と

の

軽

率

な

こ

と

は

冨

え

な

い

が

、

川
崎
市

H
-
G
ば
、
ず
い
分
た
く
さ
ん
買
え
る
こ
と
い
う
ね
、
江
本
さ
ん
。
大

地
震
の
報
道
は
、
関
東
で
は
新
人
為
的
に
何
ら
加
わ
ら
な
か
っ
日
本
の
活
断
層
地
図
を
見
と
思
い
ま
す
よ
。

体
、
私
は
あ
の
政
党
助
成
と
い

聞
に
は
小
さ
く
蹴
っ
た
だ
け
だ
益
出
で
も
地
震
が
起
こ
っ
て
い
て
、
日
本
列
島
ど
と
に
住
ん
で
自
衛
隊
が
半
分
に
な
っ
て
い
う
の
が
ど
う
に
も
納
得
い
か
な

っ

た

。

る

の

だ

。

も
地
震
と
無
線
と
い
予
わ
り
に
い
の
か
?
い
い
で
す
よ
。
も
つ
い
の
で
す
。
ど
う
し
て
支
持
し

専
門
家
の
聞
で
は
、
東
海
地
今
回
の
地
震
の
包
乙
る
数
日
行
か
な
い
こ
と
を
実
感
。
そ
れ
と
少
な
く
て
い
い
。
自
衛
隊
が
て
も
い
な
い
政
党
に
血
税
を
国

震
の
予
知
の
研
究
は
さ
れ
て
い
前
に
も
沖
永
良
部
島
な
ど
沖
縄
に
つ
け
て
も
へ
乙
ん
な
国
に
何
で
き
て
四
十
五
年
。
戸
締
ま
り
民
一
人
あ
た
り
二
百
五
十
円

る
が
、
そ
の
他
の
地
域
は
さ
れ
で
震
度
四
の
地
震
が
あ
っ
た
十
と
原
発
が
あ
っ
て
大
丈
夫
な
輸
が
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
自
衛
も
、
ま
き
あ
げ
色
れ
な
り
れ
ば

て
い
な
い

と

い

う

。

が

、

乙

の

報

道
も
飯
い
が
小
さ
の
?
と
思
つ
Q

隊
の
力
が
必
要
と
さ
れ
た
乙
と
な
民
忘
い
の
か
。
醸
員
の
皆
さ

と
こ
ろ
で
、
壁
、
と
み
に
か
っ
た
の
で
、
見
落
し
た
人
も
日
本
の
耐
震
構
造
は
絶
対
大
は

一
度
も
な
い
の
で
す
よ
(
無
ん
、
大
震
災
興
復
へ
の
カ
ン
パ

北
海
道
に
地
震
が
起
こ
っ
て
い
多
い
と
思
う
。
丈
夫
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
用
の
長
物
)
。
そ
の
問
、
彼
ち
に
も
反
対
し
た
ち
、
も
う
ホ
ン

る
。一

年
半
前
に
奥
尻
島
に
ひ
マ
ス
コ
ミ
は
国
民
を
動
指
さ
が
い
か
に
い
い
か
げ
ん
で
あ
っ

が
国
民
に
感
謝
さ
れ
た
の
は
災
ト
に
併
さ
な
い
よ
f

ど
い
被
害
を
も
た
ち
し
た
地
震

，

E

，•• 

h
i
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2月は省エJトルギ一月

。

冬、品アョνの
度宅(2度下げるt

気代ザおトクでヲユ

b丹で約660円も
設

EトE}C'9S
東京電力lふ 21世紀白エネルギ と地障理境を考える

rENEX'95J第四回エネルギーの有助活用展に出展しています.

会場科挙控情揮期間 2月i日嗣-2月5日(目)10:00-17:00

い
ま
お
使
い
の
製
品
、

原
料
は
何
で
す
か
?
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議
後
三
弘

h

u

p

N

山

fJ

ミ
ン
ト
は
、
世
界
中
で
使

わ
れ
て
い
る
シ
ソ
科
の
多
年

草
で
す
。
仲
間
は
と
て
も
多

く
、
日
本
で
も
、
山
菜
、
野

草
の
分
野
で
使
わ
れ
、
最
近

で
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
般
的
に
ミ
ン
ト
は
、
マ

ト
ン
な
ど
の
肉
料
理
の
ソ
ー

ス
や
肉
に
香
り
を
つ
け
る
ガ

明

l
ニ
ッ
シ
ュ
な
ど
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
な
ど

の
彩
り
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
後
者
に
ミ
ン
ト
を
加
え

て
楽
し
む
ミ
ン
ト
テ
ィ
ー
の

感
覚
で
、
日
本
茶
や
ド
ク
ダ

ミ
茶
な
ど
に
癒
し
風
味
と
し

て
使
う
の
も
お
も
し
ろ
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
ミ
ン
ト
の

第 1087号

ミントソースをつくります

鉄
分
補
給
の

ウ
ー
ロ
ン
茶

「
鉄
茶
美
人
」

若
葉
を
青
シ
ソ
の
天
ぷ
ら
を

作
る
感
覚
で
料
理
す
れ
ば
、

和
食
風
に
楽
し
め
ま
す
。

今
回
は
、
ミ
ン
ト
を
使
っ

zuuzdE た
ソ
l
ス
で
い
た
だ
く
簡
単

な
肉
料
理
で
す
。

〈
骨
っ
き
カ
ル
ビ
の
ミ
ン
ト

ソ
ー
ス
〉

駒叩蜘町 、".<<~仏 "H 込山白

骨っき力ルビは塩、ブラックペパーで下味
をつけます

門
材
料
】

(
4人
分
)

骨
っ
き
カ
ル
ビ
・
・・8
枚、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
:
・小
さ
じ

凶
、
塩
・
:
小
さ
じ
凶
、
サ
ラ

ダ
オ
イ
ル
:
・
大
さ
じ

2
、
ミ

ン
ト
ソ
l
ス
H
ペ
パ
ー
ミ
ン

ト
:・
大
さ
じ
l
、
米
酢
・:
大

さ
じ
3
、
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖:・

ミントのさわやかなソースで肉も
とした口あたり

小
さ
じ

2
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・

大
さ
じ
l
【
作
り
方
】

ミ
ン
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
。

①
器
に
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖、

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
入
れ
酢
を

加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

②
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖
が
溶
け

た
ら
、
混
ぜ
な
が
ら
オ
リ
1

高齢対策が最大の課題

2人で1人支えるときが

り
、
か
た
や
国
の
対
策
が
消
費

税
、
資
産
の
活
用
等
で
は
と
て

も
追
い
つ
か
な
い
。
稼
得
世
代

の
負
担
増
は
必
至
で
、
そ
れ
が

も
し
世
代
閣
の
あ
つ
れ
き
に
発

屋
す
る
と
、
大
変
不
幸
な
結
果

に
な
る
」
と
予
測
、
「
二
十
一

世
杷
、
日
本
社
会
の
最
大
課
題

は
高
齢
対
策
だ
」
と
指
摘
し
た
。

「
H

激
変
H

が一
冨
わ
れ
る
現

プ
油
を
ゆ
っ
く
り
入
れ
る
。

骨
っ
き
力
ル
ビ
を
幌
く
。

③
骨
っ
き
カ
ル
ピ
に
塩
、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

ー
を
ま
ぶ

し
、
サ
ラ
ダ
油
を
か
り
、
強

火
で
焼
く
。

④
骨
っ
き
カ
ル
ピ
が
焼
け

た
ち
器
に
盛
り
、
ミ
ン
ト
ソ

ー
ス
を
か
け
て
で
き
上
が

わ
J

。〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ミ
ン
ト
を
少
量
使
う
乙
と

で
、
カ
ル
ビ
の
し
つ
乙
さ
が

和
ら
ぎ
ま
す
。
ミ
ン
ト
の
香

り
が
好
き
な
人
は
、
多
め
に

使
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。
豚

肉
の
ソ
テ
ー
に
も
合
い
ま

す。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

骨
っ
き
カ
ル
ビ
の
ミ
ン
ト
ソ
ー
ス

代
は
、
例
え
ば
終
身
麗
用
か
ら

能
力
主
義
へ
と
価
値
観
も
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
と
の
慌
れ
か
ち

見
る
と
、
二
十
一
世
紀
は
会
社

や
誰
か
の
責
任
で
は
な
く
自
分

の
責
任
が
間
わ
れ
る
時
代
で
は

な
い
か
。
自
己
を
麿
き
、
価
値

観
を
押
し
出
し
て
行
け
る
と
い

う
点
で
は
う
ら
や
ま
し
い
時
代

と
も
言
え
る
。
時
代
の
キ
1
・

ワ
l
ド
は
H
選
択
と
自
己
責

任
μ

。
自
分
の
身
仕
末
を
ど
う

着
け
て
い
く
か
が
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
」
と
グ
プ
ラ
ス
指

向
H

の
展
望
を
述
べ
、
若
い
世

代
を
励
ま
し
た
。

講
演
後
の
話
し
合
い
で
は
、

新
成
人
の
一
人
か
ら
「
最
後
の

価
値
観
の
変
化
の
話
に
、
奮
い

立
た
さ
れ
た
」
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
た
が
、
一
方
で
「
最
近

の
政
治
は
、
く
だ
ち
な
い
権
力

争
い
に
終
始
し
、
大
切
な
と
と

が
見
え
て
来
な
い
。
何
を
理
想

と
し
た
ら
良
い
の
か
。
判
断
の

グ
物
差
し
H

の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
欲
し
い
」
と
、

戸
迷
い
気
味
の
質
問
。

宮
下
さ
ん
は
「
政
治
と
は
本

来
権
力
闘
争
で
あ
る
乙
と
を
ま

ず
認
識
す
べ
き
」
。
「
国
会
の

権
力
闘
争
は
H

く
だ
ち
な
い
H

と
写
る
か
も
し
れ
守
い
が
、
権

力
を
握
り
、
行
使
す
る
乙
と
が

政
治
学
の
原
点
な
の
で
、
権
力

は
非
常
に
大
事
な
も
の
だ
と
い

う
と
と
を
覚
え
て
お
い
て
欲
し

い
」
と
。

判
断
の
基
準
は
、
「
政
治
の

な
い
生
活
は
あ
り
得
な
い
」
と

い
う
原
則
を
踏
ま
え
、
「
き
っ

ち
り
政
治
判
断
で
き
る
鋭
い
感

覚
、
批
判
の
自
を
磨
く
こ
と
。

そ
れ
な
く
し
て
政
治
の
暴
走
を

防
ぐ
手
立
て
が
な
い
。
ど
ん
な

政
治
も
批
判
な
く
し
て
発
展
し

な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と

グ
辛
口
H

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
贈

っ
た
。

llj 

キ
リ
ス
ト
教
国
の
常
と
し

て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
金
曜
日

に
は
魚
を
食
べ
る
の
が
な
ら

わ
し
で
あ
る
。
イ
ー
ス
タ
ー

の
食
べ
物
は
パ
カ
リ
ャ
オ

(
タ
ラ
)
に
決
っ
て
い
る
。

イ
ー
ス
タ
ー
の
パ
カ
リ
ャ

オ
は
干
し
た
タ
ラ
で
、
値
段

は
大
変
高
い
。
一
キ
ロ
十
五
J

も
す
る
。
ナ
マ
の
魚
と
ち
が

い
、
い
つ
も
ス
ー
パ
ー
で
売

っ
て
い
る
の
で
便
利
で
は
あ

る
が
、
ナ
マ
の
魚
に
比
べ
る

と
あ
ま
り
高
価
す
ぎ
て
、
ぞ

う
度
々
は
買
え
な
い
。
干
ダ

ラ
を
使
っ
た
料
理
は
、
一
応
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
中
で
は
高

級
品
と
さ
れ
て
い
る
。

干
ダ
ラ
の
料
理
は
実
に
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
代
表
的
な

も
の
を
一
つ
紹
介
し
て
み
よ

う
。
「
パ
カ
リ
ャ
オ
・
コ
ム
・

ク
リ
ー
ム
(
タ
ラ
の
ク
リ
ー

ム
か
け
)
」
と
よ
ば
れ
る
料

理
だ
。平ダ
ラ
一
キ
ロ
を
前
の
晩
に

水
に
つ
け
て
よ
く
塩
を
ぬ

く
。
骨
を
き
れ
い
に
と
り
、

糸
状
に
ほ
ぐ
す
。
フ
ラ
イ
パ

ン
に
大
さ
じ
二
杯
の
オ
リ
l

プ
油
を
入
れ
、
丸
型
に
う
す

く
切
っ
た
玉
ね
ぎ
と
、
細
か

く
く
だ
い
た
ニ
粒
の
ニ
ン
ニ

ク
を
加
え
て
い
た
め
る
。
す

り
お
ろ
し
た
人
参
カ
ッ
プ
一

杯
半
を
加
え
、
さ
ち
に
い
た

め
る
。
い
た
め
上
っ
た
ら
、

ほ
ぐ
し
た
パ
カ
リ
ャ
オ
と
カ

ッ
プ
半
杯
の
ホ
ワ
イ
ト
ワ
イ

ン
(
辛
口
)
を
加
え
、
弱
火

で
五
分
ほ
ど
煮
る
@
。

四回国国|

ぜ切手ダラ
タラ

別
の
鍋
に
、
ミ
ル
ク
三
カ

ッ
プ
を
入
れ
、
卵
の
黄
身
三

個
と
と
う
も
ろ
と
し
粉
半
カ

ッ
プ
、
パ
タ
I
大
さ
じ
一
を

入
れ
よ
く
ま
ぜ
、
火
に
か
け
、

ク
リ
ー
ム
状
態
に
な
る
ま
で

か
き
回
す
@。耐
熱
容
器
(
ガ

ラ
ス
皿
だ
と
美
し
い
)
に
@

の
パ
カ
リ
ャ
オ
を
入
れ
、
⑤

の
ク
リ
ー
ム
を
か
け
る
。
お

ろ
し
チ
l
ズ
を
た
っ
ぷ
り
+
か

け
、
オ
ー
プ
ン
で
二
十
五
分

あ
た
た
め
、
焼
き
色
が
つ
い

た
ち
で
き
あ
が
り
。
乙
れ
は

白
い
ご
飯
と
い
っ
し
ょ
に
食

べ
る
と
と
て
も
よ
く
あ
う
。

平
ダ
ラ
を
よ
く
使
う
の

は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ほ
か
の
中
南
米
諸
国
と

同
じ
。
日
本
人
に
は
な
ぜ
平

ダ
ラ
を
そ
う
珍
重
す
る
か
よ

く
わ
か
ろ
な
い
だ
ろ
う
が
、

と
も
か
く
μ
高
級
料
理
H

な

の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は

味
の
濃
い
の
を
好
む
の
で
、

チ
l
ズ
、
ミ
ル
ク
、
バ
タ
ー

を
よ
く
つ
か
う
。
も
ち
ろ
ん

ニ
ン
ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
油
は

欠
か
せ
な
い
調
味
料
だ
。(
斎

藤
要
代
子
)

し、し、塩梅 (あんlまい)

魚料理の要所要所で塩が使わ

れるのは、塩にはタンパク賢を
凝固させる働きがあり味をひき

しめるから。だが担の監が少な
いと逆にタンパク貨を溶かし、
かえってまずくなる。魚の表面
がべとべとしていたらミ寝不

足、 。いい「垣梅(あんばU、)J 
の目安は魚の璽箆の約5tJ妙。
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「
く
に
ぎ
か
い

糸
に
生
き
る
」

青
崩
峠
房
超
え
た
女
た
ち

沢
田
猛
著

女を、微妙にする香り
持妃と呼ばれた‘美しい王妃の物語その芥妃伝説

からよみがえった沙裂花の千寄り‘ SASO

心を微妙にゆらす.神総的なtヰりの}J

1尭きたてのお肉にジユツとかける。サイコロステー

キには、たっぷ りからませる。丸大豆しょうゆの旨

みを活かした、キッコーマンステーキしょうゆ。待

ちに待っていた、本格和風のおいしさ。あっさり、

さっぱりしてるから、お肉の味を引き立てる c はじ

めて食べても「そう、この味 IJ とうなずける。や

っぱり日本人は和風だね。ステーキに限らず、焼き

肉、ハンパーグ、海鮮バーベキュー、さらに和風ス

パゲッティや妙めごはんなどにもおすすめ。

@キッコーマン
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議
後
三
弘

h

u

p

N

山

fJ

ミ
ン
ト
は
、
世
界
中
で
使

わ
れ
て
い
る
シ
ソ
科
の
多
年

草
で
す
。
仲
間
は
と
て
も
多

く
、
日
本
で
も
、
山
菜
、
野

草
の
分
野
で
使
わ
れ
、
最
近

で
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

一
般
的
に
ミ
ン
ト
は
、
マ

ト
ン
な
ど
の
肉
料
理
の
ソ
ー

ス
や
肉
に
香
り
を
つ
け
る
ガ

明

l
ニ
ッ
シ
ュ
な
ど
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
シ
ャ
ー
ベ

ッ
ト
な
ど

の
彩
り
と
し
て
使
わ
れ
ま

す
。
後
者
に
ミ
ン
ト
を
加
え

て
楽
し
む
ミ
ン
ト
テ
ィ
ー
の

感
覚
で
、
日
本
茶
や
ド
ク
ダ

ミ
茶
な
ど
に
癒
し
風
味
と
し

て
使
う
の
も
お
も
し
ろ
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
ミ
ン
ト
の

第 1087号

ミントソースをつくります

鉄
分
補
給
の

ウ
ー
ロ
ン
茶

「
鉄
茶
美
人
」

若
葉
を
青
シ
ソ
の
天
ぷ
ら
を

作
る
感
覚
で
料
理
す
れ
ば
、

和
食
風
に
楽
し
め
ま
す
。

今
回
は
、
ミ
ン
ト
を
使
っ

zuuzdE た
ソ
l
ス
で
い
た
だ
く
簡
単

な
肉
料
理
で
す
。

〈
骨
っ
き
カ
ル
ビ
の
ミ
ン
ト

ソ
ー
ス
〉

駒叩蜘町 、".<<~仏 "H 込山白

骨っき力ルビは塩、ブラックペパーで下味
をつけます

門
材
料
】

(
4人
分
)

骨
っ
き
カ
ル
ビ
・
・・8
枚、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

l
:
・小
さ
じ

凶
、
塩
・
:
小
さ
じ
凶
、
サ
ラ

ダ
オ
イ
ル
:
・
大
さ
じ

2
、
ミ

ン
ト
ソ
l
ス
H
ペ
パ
ー
ミ
ン

ト
:・
大
さ
じ
l
、
米
酢
・:
大

さ
じ
3
、
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖:・

ミントのさわやかなソースで肉も
とした口あたり

小
さ
じ

2
、
オ
リ
ー
ブ
油
:
・

大
さ
じ
l
【
作
り
方
】

ミ
ン
ト
ソ
ー
ス
を
作
る
。

①
器
に
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖、

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
入
れ
酢
を

加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

②
グ
ラ
ニ
ュ

l
糖
が
溶
け

た
ら
、
混
ぜ
な
が
ら
オ
リ
1

高齢対策が最大の課題

2人で1人支えるときが

り
、
か
た
や
国
の
対
策
が
消
費

税
、
資
産
の
活
用
等
で
は
と
て

も
追
い
つ
か
な
い
。
稼
得
世
代

の
負
担
増
は
必
至
で
、
そ
れ
が

も
し
世
代
閣
の
あ
つ
れ
き
に
発

屋
す
る
と
、
大
変
不
幸
な
結
果

に
な
る
」
と
予
測
、
「
二
十
一

世
杷
、
日
本
社
会
の
最
大
課
題

は
高
齢
対
策
だ
」
と
指
摘
し
た
。

「
H

激
変
H

が一
冨
わ
れ
る
現

プ
油
を
ゆ
っ
く
り
入
れ
る
。

骨
っ
き
力
ル
ビ
を
幌
く
。

③
骨
っ
き
カ
ル
ピ
に
塩
、

ブ
ラ
ッ
ク
ペ
パ

ー
を
ま
ぶ

し
、
サ
ラ
ダ
油
を
か
り
、
強

火
で
焼
く
。

④
骨
っ
き
カ
ル
ピ
が
焼
け

た
ち
器
に
盛
り
、
ミ
ン
ト
ソ

ー
ス
を
か
け
て
で
き
上
が

わ
J

。〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉
ミ
ン
ト
を
少
量
使
う
乙
と

で
、
カ
ル
ビ
の
し
つ
乙
さ
が

和
ら
ぎ
ま
す
。
ミ
ン
ト
の
香

り
が
好
き
な
人
は
、
多
め
に

使
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。
豚

肉
の
ソ
テ
ー
に
も
合
い
ま

す。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

)

骨
っ
き
カ
ル
ビ
の
ミ
ン
ト
ソ
ー
ス

代
は
、
例
え
ば
終
身
麗
用
か
ら

能
力
主
義
へ
と
価
値
観
も
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
と
の
慌
れ
か
ち

見
る
と
、
二
十
一
世
紀
は
会
社

や
誰
か
の
責
任
で
は
な
く
自
分

の
責
任
が
間
わ
れ
る
時
代
で
は

な
い
か
。
自
己
を
麿
き
、
価
値

観
を
押
し
出
し
て
行
け
る
と
い

う
点
で
は
う
ら
や
ま
し
い
時
代

と
も
言
え
る
。
時
代
の
キ
1
・

ワ
l
ド
は
H
選
択
と
自
己
責

任
μ

。
自
分
の
身
仕
末
を
ど
う

着
け
て
い
く
か
が
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
」
と
グ
プ
ラ
ス
指

向
H

の
展
望
を
述
べ
、
若
い
世

代
を
励
ま
し
た
。

講
演
後
の
話
し
合
い
で
は
、

新
成
人
の
一
人
か
ら
「
最
後
の

価
値
観
の
変
化
の
話
に
、
奮
い

立
た
さ
れ
た
」
と
い
う
感
想
が

聞
か
れ
た
が
、
一
方
で
「
最
近

の
政
治
は
、
く
だ
ち
な
い
権
力

争
い
に
終
始
し
、
大
切
な
と
と

が
見
え
て
来
な
い
。
何
を
理
想

と
し
た
ら
良
い
の
か
。
判
断
の

グ
物
差
し
H

の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
欲
し
い
」
と
、

戸
迷
い
気
味
の
質
問
。

宮
下
さ
ん
は
「
政
治
と
は
本

来
権
力
闘
争
で
あ
る
乙
と
を
ま

ず
認
識
す
べ
き
」
。
「
国
会
の

権
力
闘
争
は
H

く
だ
ち
な
い
H

と
写
る
か
も
し
れ
守
い
が
、
権

力
を
握
り
、
行
使
す
る
乙
と
が

政
治
学
の
原
点
な
の
で
、
権
力

は
非
常
に
大
事
な
も
の
だ
と
い

う
と
と
を
覚
え
て
お
い
て
欲
し

い
」
と
。

判
断
の
基
準
は
、
「
政
治
の

な
い
生
活
は
あ
り
得
な
い
」
と

い
う
原
則
を
踏
ま
え
、
「
き
っ

ち
り
政
治
判
断
で
き
る
鋭
い
感

覚
、
批
判
の
自
を
磨
く
こ
と
。

そ
れ
な
く
し
て
政
治
の
暴
走
を

防
ぐ
手
立
て
が
な
い
。
ど
ん
な

政
治
も
批
判
な
く
し
て
発
展
し

な
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と

グ
辛
口
H

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
贈

っ
た
。

llj 

キ
リ
ス
ト
教
国
の
常
と
し

て
、
イ
ー
ス
タ
ー
の
金
曜
日

に
は
魚
を
食
べ
る
の
が
な
ら

わ
し
で
あ
る
。
イ
ー
ス
タ
ー

の
食
べ
物
は
パ
カ
リ
ャ
オ

(
タ
ラ
)
に
決
っ
て
い
る
。

イ
ー
ス
タ
ー
の
パ
カ
リ
ャ

オ
は
干
し
た
タ
ラ
で
、
値
段

は
大
変
高
い
。
一
キ
ロ
十
五
J

も
す
る
。
ナ
マ
の
魚
と
ち
が

い
、
い
つ
も
ス
ー
パ
ー
で
売

っ
て
い
る
の
で
便
利
で
は
あ

る
が
、
ナ
マ
の
魚
に
比
べ
る

と
あ
ま
り
高
価
す
ぎ
て
、
ぞ

う
度
々
は
買
え
な
い
。
干
ダ

ラ
を
使
っ
た
料
理
は
、
一
応
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
中
で
は
高

級
品
と
さ
れ
て
い
る
。

干
ダ
ラ
の
料
理
は
実
に
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
代
表
的
な

も
の
を
一
つ
紹
介
し
て
み
よ

う
。
「
パ
カ
リ
ャ
オ
・
コ
ム
・

ク
リ
ー
ム
(
タ
ラ
の
ク
リ
ー

ム
か
け
)
」
と
よ
ば
れ
る
料

理
だ
。平ダ
ラ
一
キ
ロ
を
前
の
晩
に

水
に
つ
け
て
よ
く
塩
を
ぬ

く
。
骨
を
き
れ
い
に
と
り
、

糸
状
に
ほ
ぐ
す
。
フ
ラ
イ
パ

ン
に
大
さ
じ
二
杯
の
オ
リ
l

プ
油
を
入
れ
、
丸
型
に
う
す

く
切
っ
た
玉
ね
ぎ
と
、
細
か

く
く
だ
い
た
ニ
粒
の
ニ
ン
ニ

ク
を
加
え
て
い
た
め
る
。
す

り
お
ろ
し
た
人
参
カ
ッ
プ
一

杯
半
を
加
え
、
さ
ち
に
い
た

め
る
。
い
た
め
上
っ
た
ら
、

ほ
ぐ
し
た
パ
カ
リ
ャ
オ
と
カ

ッ
プ
半
杯
の
ホ
ワ
イ
ト
ワ
イ

ン
(
辛
口
)
を
加
え
、
弱
火

で
五
分
ほ
ど
煮
る
@
。

四回国国|

ぜ切手ダラ
タラ

別
の
鍋
に
、
ミ
ル
ク
三
カ

ッ
プ
を
入
れ
、
卵
の
黄
身
三

個
と
と
う
も
ろ
と
し
粉
半
カ

ッ
プ
、
パ
タ
I
大
さ
じ
一
を

入
れ
よ
く
ま
ぜ
、
火
に
か
け
、

ク
リ
ー
ム
状
態
に
な
る
ま
で

か
き
回
す
@。耐
熱
容
器
(
ガ

ラ
ス
皿
だ
と
美
し
い
)
に
@

の
パ
カ
リ
ャ
オ
を
入
れ
、
⑤

の
ク
リ
ー
ム
を
か
け
る
。
お

ろ
し
チ
l
ズ
を
た
っ
ぷ
り
+
か

け
、
オ
ー
プ
ン
で
二
十
五
分

あ
た
た
め
、
焼
き
色
が
つ
い

た
ち
で
き
あ
が
り
。
乙
れ
は

白
い
ご
飯
と
い
っ
し
ょ
に
食

べ
る
と
と
て
も
よ
く
あ
う
。

平
ダ
ラ
を
よ
く
使
う
の

は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ほ
か
の
中
南
米
諸
国
と

同
じ
。
日
本
人
に
は
な
ぜ
平

ダ
ラ
を
そ
う
珍
重
す
る
か
よ

く
わ
か
ろ
な
い
だ
ろ
う
が
、

と
も
か
く
μ
高
級
料
理
H

な

の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は

味
の
濃
い
の
を
好
む
の
で
、

チ
l
ズ
、
ミ
ル
ク
、
バ
タ
ー

を
よ
く
つ
か
う
。
も
ち
ろ
ん

ニ
ン
ニ
ク
と
オ
リ
ー
ブ
油
は

欠
か
せ
な
い
調
味
料
だ
。(
斎

藤
要
代
子
)

し、し、塩梅 (あんlまい)

魚料理の要所要所で塩が使わ

れるのは、塩にはタンパク賢を
凝固させる働きがあり味をひき

しめるから。だが担の監が少な
いと逆にタンパク貨を溶かし、
かえってまずくなる。魚の表面
がべとべとしていたらミ寝不

足、 。いい「垣梅(あんばU、)J 
の目安は魚の璽箆の約5tJ妙。

(出大日本水産会・

おさかな普及協議会
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は

KIKKO斤7an・団館、、-
J守的 Aλ.t~L' 占I

可-目
時 展 ・ 府 lキトジ，-， 18 第ー一『 -z 
17 .... 9間男 O哲t地時 112....1，..， 1 ~ 
有田 岩 l合女 O 生・30日 田ド |ζ Ll.Je ~ 
楽幽 橋 Oせ協 O 天分出 -， 1 1 U孟~
町 l 崇働円韓満 13霧 ンt.三喜
朝 22 至 8同社 国橋ド時 の・ 1...， 1 刀主 Z
白日 6セ会主映駅 130柱シ|円 三 Z
ギ(水) 白 lンづ催画)ン分」 ネ LムJ l寸~ ~ 
ャ 11 頭 5タく セ、 マ ‘1.111 話
ラ時 山 lり側 '86監ン 16 ク ー計;1 ~ 
リ l 写宮財大)督タ時 ラ 叫川 2
1 19 真 06団阪 、 ブ ーー川 z

dホqz
書18てdh 3iン 下円最言 訓告をき場るはるて本
ル 1811 見 a.....・ 3タ事無 (高わ ユ i司叫 草も交で育、寛い歪

皇室EれiE;合意;結2tjail22三持臨時
者駅間 言 Cコ子 1A 日怪円四頭ア』一，'llill ~年い工 、と師乙女

定官一 望日え るi要員て委史農芸監 Z名義芝雪量喜左量
霊会霊 含27ぷ i j蓄雲喜善悪露三主 Z宅警告孟量三選定
子)命 7三「 トィ ~科行生 主境 完て闘が糸に警き終

< t' I 9 8セ委以 600島と 完取心行工あ者せっ~ 'H ' VVV  _ _ ~一

一

5醸 4し公ロ民 ソ T援アせの Oス岸演芸 にとあはな通書来 す続労異た戦た材

軒!許玉手伝票?23t芸品三宅 2賭総長時措可F5堅持
i乎雲音無欠持易手 i義三ょ i※震みよ Z最重宝字童2五警警告 き包在画事襲震
~ 9連重一員く 会子 j里豪語 Rヨ参三42与Zぞ番苦戸空町志量 喜重芸雲量五議
21 5絡営芸国に ピ 宮美:角サ 識ト会話き。いなま性こ鉄 Eぅ晶 明官:に認護工りi L ::催立た ア 03子 ジ '-" '-" 事た る労でがそ道の峠 ら、過識に表起
8 ftく了駅ち ノ -Fエ間ト 、四宮「 実働が、なの間差 か今酷と終史乙
加 Oら同南公 と 3 イ合後 3ゲ方主昼 情力、今く開き にもなはつはし

事

4aj開言葉室長最首長 2重量2層住詩集言言語22当E
3 ~間半大量総長五寝室重要 2- P籾 zよ持菱自棄是認型
ij季語縫製委員実忘れ王 EZR243数詞2号室?ド
j iE月五島芸品d zZ詰(矢島13校鉱旬開河北
よ君主主点宍平高員企 32)号売接点均芸慰三主 管有議室主点賀

「
く
に
ぎ
か
い

糸
に
生
き
る
」

青
崩
峠
房
超
え
た
女
た
ち

沢
田
猛
著

女を、微妙にする香り
持妃と呼ばれた‘美しい王妃の物語その芥妃伝説

からよみがえった沙裂花の千寄り‘ SASO

心を微妙にゆらす.神総的なtヰりの}J

1尭きたてのお肉にジユツとかける。サイコロステー

キには、たっぷ りからませる。丸大豆しょうゆの旨

みを活かした、キッコーマンステーキしょうゆ。待

ちに待っていた、本格和風のおいしさ。あっさり、

さっぱりしてるから、お肉の味を引き立てる c はじ

めて食べても「そう、この味 IJ とうなずける。や

っぱり日本人は和風だね。ステーキに限らず、焼き

肉、ハンパーグ、海鮮バーベキュー、さらに和風ス

パゲッティや妙めごはんなどにもおすすめ。

@キッコーマン
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